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「日本の方言の
  多様性を守るために」
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まえがき
影山　太郎
（国立国語研究所長）
N
IN
JA
L フォーラムシリーズの刊行にあたって
　
〈大学共同利用機関法人〉人間文化研究機構に加わってから二年目に入った国立国語研究所は、
日本語および日本語教育の研究拠点として、国内外の研究者と多彩な共同研究プロジェクトを全国的・国際的レベルで展開し、研究成果を様々なタイプの催しや刊行物を通して幅広く発信しています。なかでも、 「
N
IN
JA
L
フォーラム」と称する一般向けの公開講演会は、外部の研究者も交えて
コトバに関する様々な問題を論じる場を提供し、その内容は「
N
IN
JA
L
フォーラムシリーズ」とし
て冊子体とオンラインの電子媒体でお伝えしていきます。本誌 、そのフォーラムシリーズの創刊
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かげやま・たろう
号です。　
N
IN
JA
L
［ニンジャル］という愛称は、国立国語研究所の英語名
 N
ational Institute for Japanese 
L
anguage and L
inguistics を略したもので、直訳すると「日本語および日本語言語学のための国立
の研究所」となります。この英語名に端的に示されるように、国立国語研究所は日本語という言語を、言語学を軸 する学際的観点から多面的・包括的に研究し、豊かな社会作りに直接的・間接的に寄与する成果 提供 ことを目的としています。　
国立国語研究所が大切にしたいのは「コトバの多様性」という概念です。現在、地球上には約六
千の言語が話されていると言われています。それらは、一方では、他の動物のコミュニケーションには見られない人間言語固有の普遍的特性を共有すると同時に、他方では、それぞれが用いられる地域・社会・文化に応じた独自の個別性を発達させています。日本語の内部においても同様に、北は北海道方言か 南は琉球諸方言まで多数の方言がそれぞれ特色ある言 文化の花を咲かせています。そのように多様 多彩な日本語の姿 包括的に解明するためには、それを分析す ための手法においても日本語学、言語学、心理学、自然言語処理、教育学などを含む多角 なアプローチが必要となります。 「多様性」 反対語は「画一性」ですが、言語 いうものは、あ りにも豊かで色とりどりの性質を持っているため、画一的な視点で統一 ることは到底不可能です。言 は、それを用いる人間そのものであり、人間はひとりひとりが多様 個 ある存在ですから、日本語の研究においても「多様性」の尊重がキーワードに るのです。　
創刊号のテーマ「日本の方言の多様性を守るために」は、まさにこの理念に叶うもので、琉球語
を中心に、方言あるいは言語が消滅してしまうというのがどういうことなのか それが私 ちの文化や生活にどのような影響を与えるのか、と っ テーマ 関して 日本語学・言語 の専門家だけでなく地元で方言の保存・復興活動をしている市民の立場も含めて様々な角度から検討を加えています。当日のフォーラムに参加された聴衆からも、多数 ご質問・ご意見と共に、非常に有意義だったという感想をいただきました。今後、 「
N
IN
JA
L
フォーラム」を更に充実させていきたいと
思いますので、みなさまのご理解とご支援をよろしくお願い致します。
写真：ヨロン島観光協会提供
はじめに　
グローバル化が進む中、世界中の少数言語が消滅の危機に瀕し
ています。日本の方言も例外ではありません。もし、ことばの地域差がなくなってしまったら、私たちの生活は、さぞかし味気ないものになってしまうことでしょう。このフォーラムでは、４人のパネリスト それぞれ、奄美・沖縄方言を長年、調査・研究している立場から、子どもたちに方言を伝えるため 活動を行っている立場から、奄美・沖縄方言を研究している 国人 立場から、外国で少数民族の言語の調査・研究を行っている立場から、それぞれの言語・方言が置かれている現状を報告し、ことばの多様性を守ることの重要性につ て、 みんなで考えてみた と思います。
4　
琉球大学の狩俣です。方言の危機的な状況と、私たちの現在の
活動について、頼まれたらどこにでも行って話をしています。なるべくたくさんの人に理解してもらって、応援してもらいたいと考えているからです。今日はこういうところでお話をさせてもらうことを大変ありがたく 感謝しています。　
私は一九七五年から琉球方言の調査をしていまして、そこで学
んだことをお話しします。　
写
真は今帰仁村の、ノカンゾウ、ワスレグサともいいますが、
いろいろな呼び名がありますが、それ 畑です。今調査をし いる名護市の方言では「ニーブヤーグサ（居眠り草） 」と のですが、これを食べると不眠症が治るという伝承がありました。最近その効果がはっきりとわかってきて、今ではこ ように畑で作って、野菜として沖縄のスーパーで売っ います。文化多様性と言語多様性　
文化と言語についての話をします。
　
文化も言語も社会に共有され、世代的に継承されるものです。
どちらも同じ性質を持 います。
　
言語は思考の手段であり、
知覚し認識した現実世界のできごと、微妙で複雑な感情、精密で膨大な量の知識と思想を表現し、 伝達する道具です。ただ伝達するだけの道具 はなくて、言語があってはじめて思考が成り立つとか、人間の知覚とか認識などとも深く密接につながっ いるものす。　
言語に深く刻み込まれた文
化は言語によって理解され、言語によって継承されます。
講演1
琉球方言から考える言語多様性と文化多様性の危機
狩俣
　
繁久
（琉球大学教授）
　
文化は言語によって空間と時間を超えて遠く離れた人々によっ
て伝えられ、 蓄積され、 発展してきました。 私たちは 「高い文化」「高い文明」と言いま が 言語が ければここまで発展してこなかっただろうと思います。言語 所有は人間と他の動物とを区別する最大の特徴の一つだと言ってもよいと思い す。　
人間が創造したものの中で、言語ほど緻密で繊細で複雑で、人
間と一体に った道具はないだろうと思います。どれくらいの量のものが言語 よ て形つく て るかと う は、図書館に行かれたらわかると思います。図書館 入 いるあのすべて言語で書かれているわけです。日本語で書かれている本 数だけを見てもすごいものがありますが、あれはまさしく 語のなせる業です。　
発音や文法などは言語ごとに異なりますが、言語の機能と価値
沖縄島今帰仁村のノカンゾウ畑
5 ●　講演１　琉球方言から考える言語多様性と文化多様性の危機
は英語や日本語のような大言語も、話し手が数人の小言語も同じです。考えを伝える、感情を表現して伝える、あるいはそういったものを言語によって蓄積していく。そういう機能はどんな言語も同じです。　
世界各地の言語には地域差があります。その地域差はどのよう
にして発生しているのでしょう。　
人間は、多様な自然や地理的な条件の中で環境に適応し環境変
化に対応していく中で、 絶え間ない創造と改良を積み重ねました。アフリカで生まれた最初の人間が世界中に広がっていく。住む場所も気候もいろいろと違う中 適応していくわけです。世界中に拡散している生物の中で、人間は 遺伝学的な変種が一番小さいのです。環境に適応していくなかで遺伝的な性質 ないで適応している それがなぜ可能か い と、文化によって適応していくことをしているわけです。　
個人に発生した工夫と変化が一回限りのものに終わることもあ
りますが、言語によって周囲の人間に伝達されて集団に共有されます。最近、木の実 石で割 ことを発見 たゴリラが仲間に伝えるということがわかっているのですが、言語を持っている故に
かりまた・しげひさ
琉球大学教授／国立国語研究所客員教授
琉球大学法文学部卒業
専門は琉球語学
人間が一番そういうことができるわけです。　
絶え間ない文化の創造と改
良は、遺伝的性質を変えることなく人間が多様な環境に適応し、世界中に拡散して繁栄することを可能にしました。　
創造と改良、移動と拡散の
繰り返しと積み重ねが、文化
と言語の多様な地域差と個性を生む要因だと思います。　
人間が定住して安定した生活を送り、適応戦略に地域ごとの違
いが生まれ、 長い間に文化の地域的な変種が形成されていきます。広い地域を移動して ると、広い範囲の中で共通性が共有されるのですが、定住してくると移動の制限が出てきますので、地域ごとの変種がより強くなっ くのだろう 思います。　
言語にも同様の地域的な変種が生まれます。近接する地域の言
語差は小さい 遠く隔 られるほどに言語差は大 くなります。隣り合っていても高い山、海、川などによって言語差ができることもあ ますし、国境や社会的あるいは政治的な境界が言語差を大きくすることもあります。　
地域内の文化的・言語的な同一性は構成員をつなぐ絆となりま
すし、 地域的アイデンティティを形成 る重要な要素 なります。違うことばを話す人、違う文化を持って る人たちに対し、 「あの人たちと私たちは違う」 と言って身内の意識が りますが、言語はそのような地域的アイデンティティを形成する重要 要素です。　
日本における文化と言語の地域差もあります。日本は亜寒帯か
ら亜熱帯にまで及ぶ広い範囲に大小さ ざまな島々が南北に細長く連なる島国です。日本は気候風土や生活環境だけでなく、歴史的にも文化的にも個性的な特徴を持ったたくさんの地域 集合で 。　
日本語にも多様な地域的な変種、すなわち方言があります。
多様な日本語の諸方言　
日本における地域差の大きさを考えるのに、日本列島をヨーロ
ッパに重ねた地図でみてみましょう。この地図は真田信治先生と
6までの言語差とか、文化の違いとか、あるいは気候風土の違いを頭の中に置けば、日本がどれだけ多様な文化あるいは言語を持った国であるかということがすぐに理解できると思います。　
日本で伝統的に話されてきた言語は日本語とアイヌ語がありま
す。日本語は日本語 標準語 諸方言とから成り立っていて、日本語の諸方言は本土方言 八丈島方言と琉球方言、大きくこの三つの変種があるのではない 考えます。　
今日は琉球方言についての話をします。琉球方言 琉球列島の
伝統的な言語で、沖縄県の八重山諸島・宮古諸島・沖縄諸島・鹿児島県の奄美諸島の
47の有人の島で話されている言語の総称で
す。８００余の伝統的な集落で話されて るのですが、面積も人口も日本全体 １％です。日本人が１億人を突破した頃、沖縄が１００万人。日本が 億３０００万 という頃に沖縄が１３０万
人というように、だいたい人口の伸びも一緒です。　
一八七九年に日本に統合されるまで４５０年間、日本とは別の
琉球国という国がありましたが、その琉球国で話されていた言語です。本土から遠く離れ、大規模な言語接触がなかったので、本土方言との言語差が大きく、琉球語と呼ぶことも可能です。最近はそのように呼ぶ人も増えてきています。　
琉球列島を本州に重ねてみましょう。琉球列島の一番北の喜界
島を仙台市と重ねます。 そうすると沖縄島の那覇は長野県あたり、宮古 は京都と大阪の境目あたり、一番西の与那国島 岡山 と広島県の境目あたりに及ぶ広い範囲にあ わけです。　
琉球列島の両端の方言では会話が成り立たないほどの言語差が
あります。両端だけで なくて、宮古島 那覇の間でも方言は通じません。下地勇という宮古島方言 シンガーソングライターがいますが、方言だけの歌 何十曲 作っています。彼の歌のなかには、那覇の人が知っている単語 １単語しかない。その１単語は「国民年金」です （笑）区長さんが「国民年金を納めろ」と村のみんなに言って回っていると うフレーズ 中に出てきます。 「国民年金」という単語は方言に翻訳 き いのでそです。それ以外は一 も理解できません。ビートルズ 歌なら知っている単語がたくさん出てくるのに、宮古 の歌には一言も知っている単語が出てこない。　
同じ八重山諸島の一番西の与那国島の方言を石垣島の人は一言
も理解できません。同じ八重山諸島の中でです そのくら 言語差があります。　
ど
れくらい多様性があるかというと、母音の数で見てみると、
奄美大島の一番北の佐仁の方言には母音が
11個あります。
「
a､
i､
u､
e､
o､
ï､
ë､
ã､
õ､
ï ~､
ë ~ ） 」という鼻母音が４個に、
上村幸雄先生の共著の本の中から借りてきました。　
北海道北端の宗谷岬は
スウェーデンのストックホルムに、根室がノルウェーのオスロに、一番南の西の与那国島はアフリカのモロッコを間近に見るジブラルタル すぐ脇にあります。北欧から南欧までの広い範囲の中に日本があるわけです。ヨーロッパの北欧から南欧
7 ●　講演１　琉球方言から考える言語多様性と文化多様性の危機
中舌母音が２個あって、合計で
11個母音がありま
す。　
大
神島の方言には、母音が６個あるのですが、
大神島の方言の特徴は母音のような役割を果たす子音があることです。 「
kfː 」 （作る） という動詞は、
k と
 f だけの単語です。 「
pstu 」 （人）の
 ps では、
s が
 p に対して母音のような役割を果たしてい
ます。小さすぎて地図に載らないので海の上を指
8　
人間は言語と文化を後天的に習得し、絶え間ない創造と改変を
繰り返してきました。それ故に文化的多様性と言語的多様性が発生してきたわけです。　
文化と言語の変化には自然や環境など 適応 ていく過程で発
生する自律的な変化と他の文化や言語と接触し交流する中で影響を受けて、長い時間の中で進行する他律的な変化とがあります。　
今のマイノリティの言語や、方言の危機的な状況は、そういう
自然発生的な、自律的な、あるいは通常の他律的な変化によるものではありません。世界のマイノリティ と の危機的な状況は
19世紀以降の西洋化、近代化など、ある特定の価値観が支
配的になり、文化や言語に「こっちが良い」 、 「こっちが悪い」という優劣をつけ 暴力的ともいえる圧倒的な力によって、マジョリティの文化と言語への置き換えが短期間に起きた結果で 。　
同じことが日本でも起きました。性急な西洋化と近代 と都市
化によって、 かつては日本的なものより西洋のほうがよ とされ、学校でも西洋音楽は教えるけれども日本の音楽は教えないということがありました。 また地方的なも は劣ったものとみ されて、軽んじられ、豊かな自然と風土の中 発達した豊かな地方 文化とそれを支えてきた方言も軽視され、辱められました。それによって誇りを傷付けられ、自信を失った人たちもたくさんいたと思います。琉球方言の場合　
地方の文化や方言は、いま見直されつつあります。そのように
見えるのですが、本当にそれは本物なのでしょうか　
沖縄でも伝統文化と方言が見直されつつあります。しかし知覚
しているだけのようにみえる、とても小さな島です。　
与
那国島の方言は、原則として母音が「
a､
i､
u 」の３母音で、
「
e 」も「
o 」もありますが、例外的です。
11個の母音から３個の
母音までの間に幅があるわけです。これは日本の全体から見ても大きな違い す。　
子音の数で比べてみます。今帰仁村の謝名の方言は子音が
25個
あります。 「カ」と「ガ」 、 「パ」と「バ」という清音と濁音の対立だけではなくて、清音に２種類の対立があって、 「パ」が２種類あります。 「チャ」も２種類あります。 「お茶」は チャー」です。 「手かせ足かせ」の かせ」も「チャー 発音するのですが。「お茶」と「 」 発音を区別しています。清音と濁音の対立の他に清音が２種類あり、そういうこ で
25個です。
　
それに対して、大神島方言の子音は９個です。清音と濁音の対
立がありません。９対
25。３倍近い差があるわけです。琉球方言
がいかに多様であるか 理解していただけると思います。　
琉球列島は文化的にも非常に多様性があって、元ちとせ、中孝
介など、奄美出身の歌手が出てきましたが、奄美地方の民謡と沖縄地方の民謡は音階そ もの 違います。だから 民謡 歌い方と沖縄民謡の歌 方は違います。踊りも違いますし、伝統的な行事も違います。沖縄で盛んなエイサーも、宮古島ではしません。宮古島でエイサーをすると、ソーラン節か何か 同じで、違う島の文化、芸能を宮古島でやっている感じにな のです。本州あるいは日本全体の大きさも文化 多様性も方言の多様性もそのように理解したらよいと思います。少数者の言語の変容 消滅の危機
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して認識した現実世界の出来事、微妙で複雑な感情、精密で膨大な量の知識と思想を表現し伝達することの きる緻密で繊細で複雑な言語体系、それをまるごと継承できているかというと、まったくできていないと思います。伝統文化の形式化と形骸化が進行しています。　
たとえば沖縄のエイサーですが、若い人たちが一生懸命やりま
す。あるおばあちゃんの八五歳のお祝いを、沖縄では「トゥシビー」というのですが、そのトゥシビーのお祝いで孫がエイサーをしたのです。そうすると おばあちゃんが自分のお祝いにーを と言って怒って帰ってしまって 孫と口をきかなくなった。なぜかと言いますと、エイサーは祖先や死者を慰める芸能なんです 孫は伝統的な芸能だから良かれと思 やっ のです。ところが孫は歌詞の意味もエイサーの意味もわからないま やってしまったわけです。エイサーの意味や本質を知ら で。　
文化の継承というものが表層的な、表面的なも に留まってい
て、根本的な理解 十分になされていないのではないかと考えられます。沖縄では三線も伝統的 民謡も盛んな すが、そ 三線や民謡を教える師匠さん ちが方言を知らず、若い人たちに歌詞の意味を教えられない。だけど歌 「上手だ」 、 「下手だ」 、三線の弾き方が「うまい」 、 「下手」と言って指導し ま 。そで本当に伝統文化の継承が可能なの しょうか　
沖
縄のテレビでも「桜咲いたら１年生」という歌が流れます。
沖縄では桜は一月に咲き 北海道では五月中旬くらいに咲きます。沖縄の自然を知っていれば変な歌なのですが、沖縄の子どもたちは全然違和感を感じていません。東京の三月末に咲く桜風景を見て「桜咲いたら１年生」と歌 わけです。いっぽう 若い人たちは沖縄の季節感を表す言葉を知らないの
　
沖
縄では一番寒い一月にハゼノキが真っ赤に紅葉するのです
が、その一番寒い一月に桜も咲くのです。秋と春が一緒にやってきます。沖縄方言には春という単語も秋という単語もないわけです。　
日本の季節変化が日めくりのカレンダーをめくるようだとする
と、沖縄の季節変化は、週めくりのカレンダーをめくるようなゆっくりした変化です。沖縄の季節ごとに鳴く蝉の声、鳥の声、あるいは季節、季節に咲く花、花 色があります。しかしそういうことをまったく勉強しないまま 桜前線 どうの、紅葉がどうのとテレビでは見るので が、自分たちが住んでいる地域の自然表す言葉を知らない。地域の自然や自然感など 教育されていません。　
南北に長い日本。北と南、太平洋側と日本海側、沿岸部と内陸
部、 大きな島と小さな島。個性的で変異に富んだ自然環境に囲まれています。ということは、方言による自然の表現 季節の表現も多様で変異に満ちているはずです。その自然との関わり方や感じ方にも地域差があ 、方言差があります。方言の語彙や表現に方言差があります。　
豊かな自然の表現の例
として、沖縄にはこうい
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このような日常生活の中での微妙な空気の感覚というものを表現する言葉があって、それを伝えていくわけです。　
標準語だと「割った」と過去を表す形があるのですが、沖縄の
方言では「ワタン」と「ワイタン」という二つの過去形があって、「ワタン」を第一過去、 「ワイタン」を第二過去と言います。　
第二過去は、話し手が見たことしか言わないのです。話し手が
見ていないことは第二過去では言いません。たとえば「信長は本能寺で死んだ」を、 「信長、本能寺う 死ぬたん 第二過去で言うと、 「お前、見てきたのか」ということになるのです。タイムマシンでもな 限り、見てくるわけに いき から、過去で歴史的な事実を言う できないわけです。　
第二過去は、
自分のことは言えないのです。 「私が割りました」
というときは第二過去は使え わけ す。　
若い人が沖縄の方言を勉強していくときに、最初は過去形の使
い方を間違えるのですが、だんだん方 が上手になって くと、過去形の使い分けができるよ になります。　
質問をするときにも、相手が見た可能性があるかないかを判断
して過去形を使い分けます。たとえば合格発表の郵便物が届くことになっている。だけど娘は用があってでかける。家に戻っ きて家にいたお母さんに「郵便屋さん、ちゅーた 」と第二過去で質問できるのですが、今戻ったばかりのお父さんには第二過去では質問できません。　
沖縄の人は無意識なのですが、出来事を判断して第一過去と第
二過去の使い分けをしているわけです。方言が違うと出来事の認識の仕方が違うのです。ことばが変わると うことは、 だ伝達手段が日本語に変わる、英語 変わるという ではなく 感受性とか物事の認識 仕方も変わっ く
うものがあります。私が調査をした西原町の方言です。 「マフックァー
　
アチサクトゥ
　
ティーダ
　
ネーラチカラ
　
ハルカイ
　
イ
ケー」です。 「真夏の日中は暑いので、太陽を萎えさせてから畑に行きなさい」 。 「マフックァ」というのは、真夏 昼間のムッとするような暑い状態を言うのですが、この単語も標準語に翻訳しにくいのですが、面白いのは「ティーダ
　
ネーラスン（太陽を萎
えさせる） 」という表現です。 日が沈んで涼しくなってから」と言わずに「太陽を萎えさせる とい 。比喩的な表現なのですが、辞書で「ティーダ（太陽） 」 、 「ネーラスン（萎えさせる） 」を別々に記述していてはわかりません 太陽を萎えさせる」という考え方・感じ方を言葉で表現する。知人 暑い 中に畑に向かっているときに 「日射病や熱射病になって大変だよ。もっと涼しくなってから行きな い」という わりに、さきの言い方をするわけです。　
「チューヌ
　
ウードー
　
ティーダカジャ
　
スグトゥ
　
ユー
　
ニ
ンダリーサ （今日の布団は太陽香がするから、 よく眠れるよ） 」 。 「ティーダカジャ」は「太陽のにおい」という意味です。お日 まのにおいです。良く干された布団とか衣服は独特のにおいがするのですが、それを「ティーダカジャ」 表現するわけ 。 「今日の布団は（チューヌ
　
ウードー）お母さんが干してくれたんだ」
という感謝の気持ち 込めながら言うわけです。　
「イフーナーシ
　
ヌクバトークトゥ
　
アミ
　
フインテー（妙に
生暖かいから、雨でも降るのだろう） 」 。これは温暖前線 通り過ぎて、その後雨が降り始める、その直前の独特の湿度のある生暖かさを表現したものです。 「そのうちに雨が降る」という独特の生暖 さを表わしたのが「ヌクバーイ 」で 。その場に ないと、 その感覚は伝わらないし、方言でないと伝わらないわけです。
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方言の記録の大切さ　
方言の継承に必要なことは何でしょう。私たちの暮らしは幾世
代も前から続く先人たちの絶え間ない創造と改良の積み重ねの上にあります。私たち ものの見方や感じ方の基礎をつくり、行動の指針に影響を与えている を検証するためにも、方言世界の記録から始める必要があります。　
できるだけ大量の語彙と詳細な意味記述をした辞書と、文法書
の編纂が必要です。標準語の対訳が載っているだけではなくて、いろいろな表現や例文を載せて、そこに込められているいろいろなことを記述する必要が 文法書も形式や標準語の対訳だけが載っているだけでなく、さ ざまな意味と用法とそれぞれの使い分けを記述す 必要があります。　
そのことによって、かつて傷付 られ失われた自信と誇りを取
り戻し、活力ある文化や言語として活性化 せ、オリジナルな新しい文化や言語表現を創造するこ が きるのだと思います。　
たとえば与那国島の若い人たちが『ハリー・ポッター』の与那
国島方言訳バージョンを作ってみた と思ったとき それが実現できるような辞書と文法書 おく。辞書と文法書 見なら、 『ハリー・ポッター』の与那国島方言訳を作る。あるいは、この後に話をする菊秀史さんが『ハリー・ポッター』とか『ロード・オブ・ザ・リング』の与論方 バージョンの脚本を作る。るいは与論方言の映画を作るとか、与論方言だ で書かれてい物語を書く。そういうこと 若い人が たいと思 た き、それを可能にする辞書と文法書とテキストを作っておく必要があるわけです。研究者に今求められていることはそういうこと の は
ないかと思います。　
未来の方言継承。
50年後、１００年後にどうなっているか。研
究者が
21世紀のはじめに調査した、データの残っている方言は、
50年後も１００年後も残っているけれども、その調査から漏れた
方言は痕跡も残さず消えて る可能性があるわけです。ある島の人たちから「どうして私たちの島の方言は残っていないの？」ときかれ、 「研 調査していな からです」という状況にならないよう、 できるだけたくさんの方言を記録したいと思っています。
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皆様、こんにちは。私は鹿児島県の最南端の島、与論島からま
いりました。どうぞ今日はよろしくお願いいたします。与論島について　
まず自己紹介と私の島の紹介をします。与論島は周囲が
23㎞で
す。標高が一番高いところで
97ｍです。１００ｍありません。ご
覧のように、たくさん砂浜が写っておりますが、浜の数が
60ほど
ありそれぞれの浜に名前が付いております。小さな島です。今は年間６万人ほど観光客が訪れております。綺麗な島ですの 、ぜひどうぞ一度おいでください。こういう小さい島に善良な町民が５４００人ほど住んでおります。 （笑） 悪い人は一人もおりません。あと牛が５０００頭ほどいますので、１万ほどの哺乳動物がいるということです。　
これは私の家の近くの海岸ですが、ご覧のような浜が全部で
60
あるというこ です。　
これは
97ｍ地点。与論島の一番高いところから西側のほうを臨
んだ風景です。サトウキビの畑が広がって ます。　
私
は家族で与論民俗村という民俗資料館を営んでおりますが、
与論にもこういう沖縄風の、赤瓦の民家が昔ありました。それからもう一つ、茅葺の住まいです。台 多いところですから建物は低く、台所と母屋、棟が違います。 分棟型です。ご覧のように丸 とんがり屋根が特徴です。そして屋敷周りを防風林で囲む。こういう二つの伝統的なつくりありました。　
こちらを家族８人で
営んでおりまして、私が村長ということですが、村人がたった８人ですので、選挙もあません。
27年ほど私が
村長を務めております。ぜひ一度与論島においでになり、我が家にも いただきたいと思いま これで自己紹介は終わります。
菊
　　秀史
（与論民俗村経営
　　
〔私設民俗資料館〕
）
講演2
与論の言葉で話そう
│
バイリンガル島を目指して
│
与論島の全景海岸の風景　与論には名前の付いた浜が約60ある
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さて、私は今日ここに与論島のことばを紹介しに来たわけでは
ありません。私の島でも方言がなくなりつつありますので、なくしたらいけないということで、今日のタイトルで 、方言をなくさな ためにはど すればよいかということを話し合いに来たわけです。　
しかし、与論島のことばがどういうものか、皆様に聞いていた
だかないことには話は始まりませんので、少しご紹介したい 思います。与論島のことばを聞いてみよう　
まずぜひ今日皆様に覚えておいていただきたい与論の言葉が、
「尊加那志（トートゥガナシ） 」です。 「ありがとうございます」という意味です。与論島では一番多く使われる言葉で、 「トートゥガナシ」で始まって「トートゥガナシ 終わるとい くら使われる言葉です。ぜひ皆様にこれだけは覚えてい だき い思います。よろしくお願いします。　
それでは１分間くらい与論島のことばで話してみますので、先
ほど狩俣先生が宮古島の下地勇さんの歌の中で「国民年金」だけ
わかりますとおっしゃいましたが、さて私がこれから話しますことを、皆様はどのくらいお分かりになるでしょうか。与論島の方がこの会場に見えていたら、手を挙げないでください。 それではよろしいでしょうか。　
「トー
　
ガシラボー
　
ナマカラワ
ーガマドゥン
　
シマノンティチコー
きく・ひでのり
与論民俗村経営（私設民族資料館）
トゥルフトゥバシ
　
チュフトゥバサーリラバ
　
ウレーターユッタ
ーシャミンチッタキティキチウヮーチタバーリ。ユンヌヌフトゥバナン
　
シュンガレーチュールフトゥバトゥ
　
ウットゥリャーチ
ュールフトゥバヌアイビューシガ
　
イドゥールン
　
ワイデージナ
フトゥエイ
　
チュルフトゥ
　
イチュルバーエービュン。シュワー
ムヌムイグトゥヌイジタルバン
　
ヘー
　
クチカライジュールフト
ゥバエービ ン。シュンガレーチューサー
　
ドゥーナガヤーヌキ
ネーナン
　
シュワームヌムイグトゥヌイジタルバン
　
アッセーイ
チャシューラガ
　
チュールフトゥシ
　
チケービューシガ
　
ウット
ゥリャーチ サ
　
ピチュナガナン
　
シュワームヌムイグトゥ
ヌイジタルバン
　
アッセーデージナフトゥエイ
　
ガシガワーガ
　
シチャルフ ー
　
アランクトゥヨ
　
チュルフトゥシ
　
チケービ
ュン。タンディウレータ
　
シューワーガナマカラウレーターカ
島の高台より西側を望む
ティサーリュールフター
　
ウットゥリャーヤ
アランガネー
　
シュン
ガレー
　
ユンヌヌフト
ゥバヌキ ランチエイチチシュワーシチュル　
ワーミーナティキチ
ウヮーチタバーリ」 。　
D
o you understand?
（笑）ちんぷんかんぷんでしたか。では訳します。　
「それではこれから
私が日頃与論 使って
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できるのではないかと思いまして、今いろろ活動をしているわけです。それ 題を「バイリンガル島を目指して」としたわけです。ユンヌフトゥバを残すために　
これから本題に入ろ
うと思います。与論のことばを与論の方言では「ユンヌフトゥバ」と言います。このユンヌフトゥバを残したい。古から受け継がれた島の宝を私たちの代で失ってはいけない。そう思いまして継承活動を始めてもう
10年経ちました。未だにその衰退を止め切れま
せん。ただこの
10年の間に理解者も徐々に増えて、衰退のスピー
ドが落ちてきていると ろです。 すから、こ ォーラムを、一気に復興のほうへ流れ 変える良い機会と促えてここ 臨んでいるわけです。　
私がここに参加した目的は二つあります。１点目は、第三者あ
るいは研究者の立場からではなく 、方言が衰退している現場にいる、当事者としての立場から継承活動の現状や課題を報告し、他の地域の方言継承活動の参考にし もらう そして２点目は、逆にこのフォーラムで方言復興 向けてのたくさん ご提言を賜ることです。私 それを島 持ち帰り、今後生かして与論島
いる言葉で一言申し上げますので、皆様よくお耳をそばだててお聞きになってください。　
与論の言葉に
『シュンガレー』 という言葉と 『ウットゥリャー』
という言葉があります。訳しますと、どちらも『わあ、大変だ』『わあ、えらいこっちゃ』という意味です。心配事、悩み事が起きたときに思わず発する言葉です。　
『シュンガレー』というのは自分や家族に心配事や悩みが出た
ときに『ああ、 ど しよう』という意味で用いま それから『ウットゥリャー』 いうのは、他人 どに心配事、悩み事が出たときに『わあ、どうしよう、大変だ、大変だけれども私には責任はない。 』というニュアンスで使うので 。　
今日はどうか皆様、私がこれから皆様に申し上げることは、
『ウ
ットゥリャー』という『方言が消えて ね。でも私には関係ないから』ではなくて『シュンガレー』 『与論のことばが大変だ。消えそうだ。どうしよう』 心配している私 身になって、話をお聞きいただきたい。 」　
このように申し上げました。
どうかよろしくお願いいたします。
（拍手）　
私の発表タイトルは「与論の言葉で話そう│
バイリンガルの島
を目指して│」ということにしました。私の祖父は明治二六年生まれ、祖母が二八年ですが、その頃の人たちは与論の方言は達者だけれども、共通語はいまいちであると 世代です。私たちの世代は、幼少期に両方自然に覚えた世代です。それから昭和三〇年代末頃には与論にもテレビが入ってきますので、 以降の世代は共通語の世代に変わります。祖父の時代、私 時代、今 時代、今現在はこちらなのです。だから私の幼少期の言語状況に戻したい。これは努力すれば きっと 言語併用社会が与論島
与論民俗村　赤瓦民家
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で二言語併用社会が実現・復興できるように、頑張りたいと思います。そのためにぜひ皆様のお力をお借りしたいと思って参りましたので、どうぞよろしくお願いいたします。　
先ほど狩俣先生からお話がありましたが、本土方言と琉球方言
には基本的に大きな違いがあります。本土方言の場合は、私がいろいろな県のお客さんの方言を聞き しても、だいたい意味が理解できます。これは共通語との差が近いからでしょう。しかしユンヌフトゥバを含む琉球方言の場合は古語に近いわけです 奈良・平安時代のことばが残っているとい ことは、１０００年以上も経っているわけです。私は素人ですのでよく知りませんが、１５００年も経てばまったく別言語くらいにこ ば 変わって くということを聞きました。このあいだ奈良遷都１３００年祭がありましたから、 うそのくらいの開きがある 外国語 い
与論民俗村　茅葺民家
もよいくらいの違いがあるわけです。　
つまり、ユンヌフト
ゥバ復興対策について考えるときに、子どもたちに教えたりす ときには、私たちの場合はユンヌフトゥバは母語で、幼少のころに自然に習得したも でしたが、今の与論の子どもにとっては地元のことばでありながら外国語のようになっていま
す。ですから、そのことを頭に入れて指導をしていく必要あります。　
また衰退していく形も、影山所長が関西のご出身とおっしゃい
ましたが、 たとえば「ありがとう」は、与論は「トートゥガナシ」ですが、関西だと「おおきに」というイメージがあります。 かし今は、私の民俗村に見 る関西のお客様は「おおきに」を使う人はほとんどいません。 ありがとう」と言います。そういう感じで、本土方言の場合はその地域の訛りは残るのでしょう 、会話のなかで単語自体はだんだん共通語が増えていくような変化だと思うの す。　
ところが与論の方言の場合は日本語と外国語ほどの差がありま
すから、徐々に共通語化していく で なくて、ユンヌフトゥバで話せるか話せないかの二者択一型だと思うのです。ですから、今四〇歳前後が、話せる一番下の世代ですから その人たちが九〇歳くらいまでお元気だとして
50年後には完全になくなるとい
うことが見えてい わけです。　
そういうことで、本土方言以上に、私たち 地域 危機感を持
って復興に取り組まないと間に合わ と感じているところす。学校での方言使用禁止　
さて、方言が衰退していった経過 要因を考えてみたいと思い
ます。明治維新が起きて、徳川家から天皇中心の国家に りますが、天皇を中心とした中央集権国家形成の中 やはり標準語政策というのは必要になってきますから、当然、その政策が採られます。これは全国展開をされたようですが 私たちの与論島を含め
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た奄美とか沖縄とか、 鹿児島本土でもあったのでしょうけれども、奄美・沖縄の場合には「標準語励行」というよりは「方言使用禁止」を前面に打ち出した運動でした。　
奄美群島はご存知のように太平洋戦争後に米国の信託統治に置
かれますが、昭和
28年に本土復帰をいたします。ところが復帰し
た後も、本州の場合は共通語推進が緩やかになっていくわけですが、奄美・与論の場合は、子どもたちが中学校・高校を卒業して、本土に出たときにことばの面で苦労しないように、また共通語での会話能力向上が学力の向上につながるとの理由で方言使用禁止運動が継続されました。　
小学校では黒板の上のほうに「今月の目標。方言を使わないよ
うにしましょう」という努力事項が掲げられたりして、私もよく学校で方言を使って見つかったり 友達に告げ口されたり まして、方言札をかけさせられたり、廊下 立たされ りという思出があります。　
ところで今ユンヌフトゥバがどうして衰退したかという要因に
ついて話をするときに、方言禁止運動の負の部分だけを強調しがちです。しかし当時の先生方は自分の教え子が本土に出て行ったときに困らないように、差別されないよ に 愛情を持って指導をしたと思うので 。ですから、そういう先生方 あ がたさ、愛情と、また共通語推進運動があったからこそ、試験はすべて共通語で出されるわけですから 学力向上にも成果があっ こともまた忘れてはならな と思います。　
学校に方言禁止という校則があったことは、確かに子どもたち
や親にも「方言は共通語に比べると劣ったことばで る」 、そしてまた「方言で話すことは恥ずかし 」と 意識を抱かせました。ただそれは、親御 んが子ども ちに積極的にユンヌフトゥ
バを教えなくなった要因の一つではあっても、主たる要因ではないと思うのです。環境の変化と方言の衰退　
私は方言衰退の大きな要因は生活スタイルの変化にあると考え
ています。昭和三〇年代に入りますと与論島でも核家族化が進みます。それから観光客が増えてきま 沖縄の復帰が昭和四七年ですから、 までは与論島が日本最南端 島だったのです。高度経済成長期ですから、経済的に豊かになった都会の若者たちが「日本最南端の島、与論島に行こう」ということに て一気に押し寄せました。都会の若者たちが一気に押し寄せたこと。そしてまた学校に部活動、スポーツ少年団 できたり て、子どもちも夕方遅くまで学校にいる。帰ってきたら「宿題 早くしなさい、風呂に入りなさい」と 後はテレビを見て、寝る。　
そういう暮らしの変化の中で、私が小・中学生の頃は学校内だ
けは共通語だけれども、一歩出たら方言の世界でし から、言語バランスが良くて、両 バランス良く覚えた感じでした。今の子どもたちは、１日のうちで８割は共通語の世界 親 話していれば覚えるという時代 はありません。そう う高度経済成長期の生活環境の変化で方言が失われたのだろうと 一番大きな要因はそこにあるのだろうと思ってお ます。自分なりに出来ることから　
私は、子どもも生まれまして、方言を伝えたいと思って、活動
を始めるわけですが、平成一〇年頃のことです。与論町民、行政
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の方々、議員の方々が集まって、住民と行政側とが何でも自由に討論しあう町政懇談会があって、 そこに参加しましたときに、 「今、与論のことばは危機にある。本来は家庭で教えるべきものでしょうが、今はそういう状況 ないから、学校で取り組む ではないか」と。 「学校は昔だったらいざ知らず 読み・書き・そろばんだけを教えると ろで ないでしょう。 今は地域の中核であり、学校自体が地域の文化も教えるべき はないか。方言の授業に取り組んでいってほしい」と訴えました。しかし当時の行政側 返事は、 「方言は確かに大事であるけれども、学校は方言を教えるところではない」と、 「親が家庭で責任を持って教えるべきだ」というところで打ち切られて まいま た。　
私
もそこでは引き下がりましたが、納得はしていませんので、
では自分なりにできるところまでしようということで、たとえば観光協会、商工会など、直接関係ないような ころにも行きまた。 「観光とは海のレジャーだけで ありません、島のいろいろな素晴らしい文化があるのだから、それ自体、方言を含めて、独特の習俗とか、 ろいろとありますから、そう も 残いくのが観光になるのではな か」と訴えました。商工会 ど場違いみたい ところでも方言のこ ばかり言って、本当に「この方言バカが」と言われるくらいな ですが、そのようにやっ きました。　
平成一三年に、私が住んでいる東区集落の子ども育成会の会長
をやってくれないかという話が来ま たので、 れ幸いと引き受けまして、 ず集落の子どもたちを集めて、自分で資料を手書きいたし 集落の公民館に子ども ちを集めて２時間ずつ授業をしま た。１時間は勉強で、あ の１時間は習ったこ をカルタとか、しりとりゲームとか、伝言ゲームとかにして遊びまし
た。　
これは今日持ってきました自己流で書いた参考書ですが、こう
いうものをその頃から書き始めて、今３冊できました。来年の春くら には４冊目ができる予定です。このようにして作業を進めております。　
まず一三年にそういうことを始めて、翌年の一四年に今度は与
論小学校のＰＴＡの副会長をやってくれないかと言われましたので、私の思いも言って、 「できれば小学校で方言の授業ができませんか。それができるのだったら副会長を引き受けます」ということで、もちろん反対は出ませんでした。そこで、ＰＴＡ要覧に正式に「ユンヌフトゥバを話し いこう、保存し いこう」ということを載 てもらって、それからまた始めました。　
１学期は月２回図書室を借りて、子どもたちを呼んで勉強会を
しました。２学期からは月１回、 「総合的な学習の時間」という正式な授業という形で取り組むようになりま た 私はアシスタントティーチャーとして参加しています。 が現在 続いております。平成一四年から現在まで、全校生徒 象でやっています　
翌年の平成一五年、今度は中学生にも授業をするようになりま
した。小学校の場合は私が出向くの すが、中学 の場合は、中学生が私の家に来て授業をする形を取っています。これも現在もずっと続いておユンヌフトゥバ 日　
平成一八年。前年度の平成一七年に、私が与論町の文化協会長
を仰せつかったものですから、これはまた幸いというこ で、私は文化協会のメンバーに諮って、ユンヌフトゥバの啓発活動 し
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与論中学校１・２年生　ユンヌフトゥバ学習の様子
与論小学校にて　ユンヌフトゥバの授業
与論小学校体育館にて　ユンヌフトゥバなど島の
文化を伝えていくことの大切さを話しているところ
なければいけないと思いまして、二月一八日、与論の方言で「ことば」を「フトゥバ」と言いますが、 それに掛けまして２１８（フトゥバ）で、二月一八日をユンヌフトゥバの日として復興運動をやりたいと。そしてユンヌフトゥバを島民に広げていきたいということで、諮って、賛成していただいて、二月一八日はユンヌフトゥバの日に決定しました。　
そして翌年の一九年には、他の島々でも方言熱が盛んでしたか
ら、大島地区文化協会でも、 「大島地区でも保存しま ょう」ということになりました。そのときに、与論島 は「フトゥバ」ですが、よその奄美の島では「シマユミタ」とかの言い方が多く、シに掛けて、四月何日かに推薦が出ました。私は１年前からそれを二月一八日で決定しておりましたので、 これだけは譲れな 」と我 張りました。すると反対してい 人が 一人賛成し、また
一人賛成して、だんだん「与論の菊さんに合わせてもよいのではないか」となりまして、今は大島地区で二月一八日が方言の日になっております。　
平成二〇年は与論町の中央公民館でユンヌフトゥバ講座を開講
しました。このときの受講生が
19名でした。１回２時間。その半
分はカルタとか、 いろいろとゲームをしながら、
20回の実施です。
　
そして平成二〇年から 、これは全町的な取り組みですが、ユ
ンヌカルタ大会が開催されています。これは小学校での授業の様子です。　
これは与論小学校全児童とＰＴＡの保護者 方々に体育館に集
まっていただいて、ことばの大切 と 、その他のいろいろ 伝統的な文化を継いでいきま ょう いうこ の話をさせていただいているところです。
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与論中学校１・２年生　ユンヌフトゥバ学習の様子
ユンヌカルタ大会の様子
ユンヌカルタの様子
　
これが中学生が来たときのカルタです。この写真は単語のほう
ですが、文章のカルタもあります。　
これはユンヌカルタです。与論の方言が入っているカルタ大会
ですが、 砂美地来館という大きな体育館で二月頃に開催されます。　
毎回、盛大です。子どもたちも楽しみながら方言を覚えていま
す。　
今日は文化庁の鈴木様がお見えです 、文化庁関連事業 今年
二月にはアニメの『ドラえもん』の声を与論の子どもたちが、方言に吹き替えしたりもしました。それも子どもたちが楽しん 参加いたしました。さらに茶花小学校も、今年から「ユンヌに学ぼう（家族でできる方言教育） 」という活動を新たに始めているところです。　
そして与論小学校もＰＴＡによる「ユンヌフトゥバ学習の成果
を上げるための取り組み」として、先ごろ、ＰＴＡが集まりまして、もっと子どもたちが多くユンヌフトゥバを覚えられるにはどうすればよいかということで、新たな取り組みに入っているところです。　
以上、活動報告をいたしました。
ユンヌフトゥバの現状は　
さて現在のユンヌフトゥバの状況はどういう感じかと言います
と、四〇代以上ならほとんどの人が方言で日常会話が きます。ところが三〇代、二〇代の多くは、聞いて理解できるし少しは話せる、でも上手ではない。または聞い 理解できるが話せない世代です。一〇代以下になりますと、
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または聞いても理解できない世代になります。　
日常生活においては、親同士、大人同士はユンヌフトゥバで話
すものの、子どもに対して共通語で話す人が多いために、学校でユンヌフトゥバを習った子どもたちもなかなか家庭や地域で話さない状況にあり す。あるいは夫婦のいずれ が島外の出身で、会話がどうしても共通語になりがちになってしまうという現実もあります。　
さらに主語を表す助詞の「が」
、 「私が」の「が」が、ユンヌフ
トゥバの場合は「が」と「ぬ」と二つあ 、その使い分けができないといけないのです 、 若い人たちの話すユンヌフトゥバでは、その使 分けができなくなっています。 それから敬語 用 方も、いわゆる共通語の敬語の用い方と違うところがありますが、これも共通語に合わせてしまっている。　
先ほど狩俣先生からありましたが、第二過去、第一過去と う
ものがありました。 「ワイタン」と「ワタ 」の使い分け。それも若い人たちができなくなっ い す。 そういうこ もある で、一刻 早く復興させないといけな ということを感じ おります。　
それでも今、学校での取り組みも広がりつつあり、与論町の条
例にも制定されました。この条例化 動きは他の奄美諸島にも広がりつつあります。現在、与論では「方言は共通語より劣ったことば」 、 「方言で話すことは恥ずかし こと」 考える人はほとんどいません。 は大切である」 、 「できればユンヌフトゥバ残したい」とだいたいの人は考えています。　
無
関心な人も、よくよく話を聞くと、 「方言は要らない。方言
はないほうがよい」と思っているわけではなくて 今さら復興は無理であろう」という半分は諦めにも似た気持ちからそう思っ
ているだけで、 「残ったほうがよいか、残らないほうがよいか」と聞くと、 「それは残ったほうがよい」と答えてくれます。まだそういう気持ちが皆さんにあれば、島民がみな力を合わせて、本当に方言が大事だと思って力を合わせれば復興できると私は信じています。今後の活動 つ　
今後の取り組みについてですが、今後はこれまでの活動を通し
て浮かび上がった問題を一つひとつ解きほぐしながら、活動の輪を広げていきたいと思っています。具体的には、まず最も大事なことは、島の人自ら、一人ひとりが自分の話すことば、島のことばは与論の宝である。そしてこれは自分たち 代で失ってはいけない。次の世代に伝えていくべき大切な文化である。そして自分のアイデンティティである。与論の のアイデンティティであると強く認識する から始ま と思います。　
大人自身が二言語併用生活のすごさに気付いていない。自分が
二つの言語を瞬時に使い分ける能力があるのに、そのすごさに気付いていないというところがあります ら、 こ ところを訴えていくことがまず大事であると思います。　
そして継承活動はお仕着せではなく、各自が当事者意識と熱意
を持たなければ成功しません。今後も根気強くユンヌフトゥバそれ 伝え の大切さを訴えていこうと思っています。　
また高齢者を中心に
「方言を使うなと教育されたのに、今さら」
とか、 「集落によってことば 違うでは か」 か 「敬語の使い方が難しいから子どもたちには無理だ」とか、そうい ことを理由にして継承行動に移らな 傾向があり す。こ の変遷、
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子どもたちのグループで核になるグループ、たとえば文化少年団みたいな のもまた必要かと、そういう組織を作る必要があると思っています。　
それから教材の充実。今は私が自己流で書いた参考書がありま
すが、ちゃんとした参考書が必要だと思いますので、今日は専門家の先生方がたくさんおいでですので、ぜひ後でお教え願いたいです。よろしくお願い たします。　
あと、
漢字の読みと書きの関係と同じで、現在の生活環境では、
方言はずっと聞いて育っていれば話せるというものでは ど もないようです。聞いて理解するのと話 のは別のようなので、そのこともまた理解して、子どもたちに今後教えていく があるかと思ってい す。　
ほとんどの親はユンヌフトゥバが残ってほしいと思っておりま
すが、現実 忙し 生活の中では ついつい共通語を使っている いうことなので、今後はＰＴＡとか地域の各種団体と協議し 、自分の子どもだけ はなく 、地域で、道で、店で会ったときも よそ さんにも気軽に方言で話しかけて、子どもたちがユンヌフトゥバを覚えて話しやすくなるような環境づくりをしていく必要があ ま　
今の若者や子どもたちは方言を話すことに対してマイナスイメ
ージはほとん 持っていません。昔の大人が持っていた、いじめられたとか、そういう経験 ないわけです。ただ覚えな のは、現実的には覚えるのが面倒である、あるいは「方言が大切だ」と言っても、その意味がよくわからない 共通語が話せるからコミュニケーションに困らないではないか。そういう現実的 理由が大きいので、たとえば方言のなかには共通語では言 表せないようなことばがありますので、生活感情表現がより豊かに きる
ことばの歴史とか、明治以降に起こった方言禁止運動の時代背景とかも説明しながら、継承活動の必要性を訴えていこうと思います。　
町
内には女性団体、青年団、老人クラブ、公民館連絡協議会、
子ども会育成連絡協議会等、多くの団体がありますが、残念ながら現在のところ、それらの団体か 自主的にことばの復興に対して取り組みが見られません。どうしても生業と言いますか、観光協会だったら観光だけ、観光 ことばと 文化が結びつかない。婦人会だったら、た えば子育てとか花壇の花植えなど 議題に上ってしまって、子どもに方言を伝えていく いうことも議題してほしいのですが どう そういう団体でことばの問題が一向に上がってこないのが残念です。 さんにも今後は声掛けをしていこうと思 います。　
それから現在は主に小学生、中学生を対象に継承活動が行なわ
れているのです 、青年層が今、空白地帯になっております。ことばの問題は空白層を作 は けませんので、今後青年団に働きかけをしていこうと思っています。　
奄美と沖縄だけが共通語励行教育を受けたと思い込んで、本土
の人と方言の話になるとそのことばかり言う人 また同時に本土の人も自ら 地域にも共通語励行教育があ ことを知らない人が多いために、いろ ろと誤解があり 共通語励行は全国的に推進され ことであ けれども、その取り組みに地域差があったことなども説明して、そうい 誤解 取り除いていくことも大事かと思っています。　
ユンヌフトゥバ復興に向けてしっかりとした仕組みと仕掛けが
必要です。まず町の、あらゆる組織を網羅 た一元的なユンヌフトゥバ復興委員会みたい 組織の立ち上げが必要なのと、 同時に、
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となど、二言語併用生活の良さを教えていくことが必要だと思われます。内からの活動 外からの活動　
それから、これが一番大事だと思うのですが、今回はこの日本
の中心の都会でこういうフォーラムが開催されましたが、今度はぜひ現場で開催していただきたい。これは特に強く申 上げたいのです。ぜひ私たちの与論町に来て、こういうフォーラムを開催していただきたいと思う です。内側からだけの運動ではなかなか殻は破れないということを常々感じております。 島にいると 「隣の若造が何かやっているぞ」 いう感じなので 島の人たちを動かすためには第三者の意見と言いますか、専門家の方々 ご意見とか、内側 らと外側から 意見がど しても必要です ういうフォーラムを開催していただ て、一気に復興に弾みをつけたい。本当に強くそのことを願っています。　
最後になりますが、これまで特に明治以降、方言を少し蔑視し
てきたところもありまして、その地域の方言ならでは 豊かな感情・感覚表現などが相当失われた 思うのです。もし共通語しなければこの国の言語社会は「干 びた」とまでは言いませんが、どうも味気ないよ に思い す。全国にいろいろな方 あるからこそ、ことばが生き生きとして、瑞々 く 、そして躍動感あふれるような言語社会に るので ないでしょうか。　
そこで、日本の方言の多様性を守るために私たち一人ひとりは
どう行動すべきでしょ か。それに対する答えは それぞれがそれぞれの立場でで とを行動に移すこと。それに尽きるのではないでしょうか。もう評論しているときではない 思います。
国のほうも、豊かな言語社会のために、共通語と方言の二言語併用政策を強く推進していただきたいと思います。　
日本各地の方言、中でもユネスコで消滅の危機に瀕する言語に
取り上げられた地域の継承活動の現場は次のように表現できます。　
「器の中に『言葉』という宝物が入っています。その器の底に
穴が開いてしまい、どんどんその宝物が漏れ落ちていく。元に戻そうと落ちた言葉を拾って器の中に入れるのだが、漏れるほ が早く、みるみる中身が少なくなっていく。手が足りません。そこの道行 人よ、手を貸 てくれ。通り過ぎないでくれ」 。こんな状況ではないでしょうか。　
物事は何でも経験してみないとわからない こと ありま
すが、ことばの消滅は経験したら取り返しがつきません それっきりです。どうぞ皆様、各地の方言が、そして二言語併用社会が今後もずっと残っていくように 皆さんで力 合わせていきまょう。私 バイリンガル 島、与論島を取り戻すべく頑張きます。ミッシーク トートゥガナシ。ありがとうございました。（拍手）
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日本学術振興会外国人特別研究員のトマ・ペラールと申します。
今日は私が研究している大神島の言葉を中心に「消えてゆく小さな島のことば」の話をさせていただきます。世界のことばの危機
　
世界の中に６千または７千
の言語があると言われていますが、百年以内にその半分が完全に消滅することが予想されています。日本も例外ではなく、標準日本語はおそらく生き残るでしょう アイヌ語や各地のことばは消滅を目前としています。　
それがなぜ重要な問題なの
でしょうか。まず、ことばとはその地域にしかな 伝統文化の一部で、非常に重要な文
トマ・ペラール
　　　　　　　　　
（日本学術振興会外国人特別研究員）
化財です。その地域だけではなく、全人類の世界遺産でもあります。また、言語は人のアイデンティティに深く関わっているの 、最近、国際法で人権の一つとして「言語権」が認められつつあります。 言語権 いうのは、言語を自由に選択し次世代へ継承し、さらに立法・行政・教育・メディアで使用 る権
Thom
as  Pellard
講演3
消えてゆく　　
小さな島のことば
ユネスコによる世界の危機言語
利のことです。　
私が専門としている言語学にとっても、ことばの多様性が非常
に重要です。よく知られてい 標準日本語や英語やフランス語のようなメジャーなことばだけを基に て、人間のことばがどうなっているかを論じるのは危険です。まだ研究 ていない小さなことばに、誰も想定しない未 の現象がある可能性が非常に大きいです。また 私はことばの歴史に非常に興味がありますが、 「周辺的」な地域のことばに中央方言では消えてし った古い特徴よく残ることが確認されていま日本の危機言語 方言　
二〇〇九年にユネスコ（国連教育科学文化機関）が日本に消滅
日本の危機言語
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トマ・ペラール
日本学術振興会外国人特別研究員
（京都大学）
EHESS（社会科学高等研究院、
フランス・パリ）大学修了
博士（言語科学）
専門は記述言語学、歴史比較言語学
琉球列島
の危機に瀕している言語がいくつもあることを認定しました。アイヌ語、琉球列島の くつかのことば、八丈島のことばが取り上げられましたが、それに小笠原諸島で話されていることばも加えることができると思います。　
ユ
ネスコはそれを日本語とは異なる個別の言語と認識してお
り、私もそれが正しいと思います。方言と言語の区別は簡単な問題ではありません 、ことば 隣同士で通じない場合は方言ではなく別の言語と考えるのが普通です。先程の狩俣先生のお話にもあったように 琉球列島の中にお互いことばが通じない があるので、そこに複数の言語が存在するこ を認めたほうがよ でしょう。　
方言や地域のことばに関しては意識の問題があって、今は地域
の伝統文化やことばが見直されつつあるもの 、まだ日本が一文化・一民族・一言語の国だという考え方 根強く、多様性そのものが否定されることも ります。また、方言が「汚い・正しくない・訛っている」という考え方も未だ 根強いです。それは ったくの誤解であって、共通語が方言より優れてい ということありません。東北の方言がよく「汚い」と言わ ますが、私 耳には共通語より東北弁 ほう きれいに聞 えます。それに共通
語も「訛っている」ところがたくさんあります。この後、例を紹介しようと思います。共通語も元々東京方言に基づいて定められたものなので、共通語も結局、一方言だということを忘れてはい
けません。　
私は琉球列島のことばを中心に研究していますが、狩俣先生の
お話にあったように、琉球列島は北琉球と南琉球に分かれ、北は奄美・沖縄、南は宮古・八重山・与那国からなっています。明治までは独立した琉球王国という別の国に属していました。日本とはそれほど交流がなかったので 本土と大きく異なる文化とことばがそこで発達してきまし 。特 ことばは日本の中でバラエティが最もある地域です。大神島のことば　
私は二〇〇七年から宮古諸島の一つである大神島のことばを調
査してきました。 大神島 周囲が２㎞ほどのとても小さな島です。過疎化が非常に進んでおり、現在はたぶん
30人もいないと思いま
す。そのほとんどが高齢者で、おそらく平均年齢 七十歳以上だ
26
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と思います。　
大神島は宮古島から１日５便のフェリーで、約
10分で辿り着き
ますが、島には泊まるところがありません。店も、民家の中に日用品が少し置いてあるという小さな商店しかありません。戦後までは大神島はとても貧しく、高齢者によるとまるで発展途上国のようだったそうです。電気や水道などの設備は一九八〇年代に入ってやっと完備されたそうです。　
大
神島の住民の間では、大神のことばしか使われていません。
高齢者は小学校に入学してから初め 日本語を覚えたそうです。その親は日本語が一生まったく きなかった 言います。島を出た若い世代 、四十代ならだい い伝統的な方言を話すことができますが、それより若い人たちは ったく話せません。　
このように見ますと、大神方言はまだ生きていますが、話者が
非常に少ない上に、子どもへの継承が今 なされて ないので、
重大な消滅の危機に瀕しています。大神島の住民は方言がなくなることを非常に悲しく思っているそうです。〈大神島を訪れて〉　
私は博士課程に入ったばかりの頃、琉球のことばに興味があり
ましたが、参考になるまとまった記述がなかなか見つからなかったので、自分で現地調査を行っ 、それを記述することを決心しまし 。敢えて、報告が少なく、 し うで、かつ調査しにくいと言われている大神方言という危機言語に挑戦することにしました。　
最初はどこの方言を調査すればよいのかを狩俣先生に相談した
ら、 「大神島は難しいからやめた方 よい」 と言われましたが （笑） 、私は頭が固いので結局それに ました。確かに色々難しかったですが、大神方言を選んだのは大正解で その調査によって得
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大神島を訪れて
られた成果は非常に大きかったです。二〇〇七年から何回も大神島を訪 て、長いときは三ヶ月ぐらい宮古本島で宿泊しながら、日帰りで通っていました。そうやって二〇〇九年に大神方言の発音と文法の全体像 それに歴史的な変化の記述を博士論文と てまとめました。　
学問の面だけではなく、大神方言調査は私にとって大変良い人
生の経験でもありました。食べるだけで精一杯だ 戦前の時代から、テレビや携帯電話 時代への変遷を目撃した人たちと触れ合うことができ、また、貴重な戦争体験談なども聞かせていただいて、非常に良かったと思い す。　
調査が成功したのは現在八十八歳の方に出会えたことが非常に
重要だったと思います。信頼関係を築き上げるのに時間 かけて慎重な態度を取った も大事だっ と思います。実は、大神島
は「神秘の島」と言われており、神に関するタブーが非常に多いです。そのため民俗学的な調査が非常に難しいのです。部外者が神様のことやお祭りの内容を知ることが許されて ないのです。見ることもできませんし、聞いても答えてくれません。下手に聞いてしまう 、時々「あ たはもう帰 」 言わ たり そうです。私は旧暦 をよく知らないので、間違えて旧暦のお正月に島に渡ったら、船から降りた途端に「帰りなさい」と言われました。　
そういう話を以前から伺っていたので、最初は「神様」という
単語などは調査しませんでした。また、大神 には入ってはいけないところがたくさんあります。神様がいるといわれて る「ウタキ」という聖地がいくつかあり す。それ 聞いて、最初は一人で島を散歩することもあり
　
また、できるだけ大
神方言で話そうとしたことも非常に印象が良かったそうです。その方によると、今ま 調べに来た人たちはことばが難しくてすぐにやめて帰って まった。私みたいにずっと通って、頑張って覚えた人は今までいなかったので、非常に喜ばれました。　
調
査している間に、
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その方に一方的にお世話になって、長時間にわたってすごくつまらない、変な質問ばかりに答えていただいて、迷惑をかけているなと思っていました。し しある日、調査の途中 「忘れかけいる昔のことやことばを思い出して、とても楽しい」と言わ心が晴れました。　
ま
た、 「自分にも方言を聞いてほしい」という方が現れて、そ
れも私にとって非常に力になりました。いつもお世話になっている方の孫も私の調査風景を見て非常に 言 興味を持ちはじめました。外国の人が習いに来るほど方言に価値があることに目覚めたようです。そういう人が増えれば方言が生き残る可能性があると思います。〈大神方言の特徴と重要性〉
　
大神方言の特徴と重要性といいますと、まずは先に話
したように、ことばが全く通じません。共通語も、または沖縄本島の方言、八重山石垣島の方言もまったく通じません。宮古 でしたらなんとかわかり すが、先ほどの菊さんの与論ことばは私も何もわかりませんでした。　
表１に載せた単語をご覧になっていただきます 、ど
のぐらい異なるかがわかると思います。 大神のこ ばは、左は音声表記をして、右はカナで表記しま 。また後でお話ししますが、大神の方言にはカナでなかなか表記できない音、単語がたくさんあります。　
大神方言は宮古の中でもかなり独特で、発音の特徴が
目立ちます。その特徴は日本語だけで なく世界 諸語から見ても非常に珍 いものです。狩俣先生のお話
もありましたが、子音が
/p ・
t ・
k ・
m
・
n ・
r ・
v ・
f ・
s/ の９個し
かありません。日本語の共通語や他の宮古方言はだいたい
15個く
らいは るのですが、この方言には９個しかなく、おそらく日本列島の中で最も少ないと思います。それに「パ・タ・カ」と「バ・ダ・ガ」 の区別がありません。濁音がこの方言にはなく、 「開けろ」も「上げろ も、両方とも「アキル」と って、区別がありません。また珍しい は子音の連続です。日本語にはなかなか子音の連続がありませんが、この方言にはたくさんあります。たとえば「土」のことを「
m
ta 」 、 「人」は「
pstu 」 、 「おでこ」は「
ftai 」 、 「二
日」は「
fkska 」 、 「引っ張る」は「
sapsks 」と言います。
　
もっとも珍しいのは次の特徴です。普通の言語では「ア・イ・
ウ・エ・オ」など ような母音を中心に単語 構成される ですが、大神方言はその原理に反します。母音がまったくない また
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表１：大神方言の語彙
日本語 　　　大神 日本語 　　　大神
私 anu アヌ 妻 tuk m トゥキゥ
貴方 vva ッヴァ 疲れた pukarikam プカリカンム
自分 tuu トゥー 西 i m イイゥ
どこ nta ンタ 頭 kanama m カナマイゥ
ここ uma ウマ 首 nupui ヌプイ
同じ junumunu ユヌムヌ 髪の毛 karak m カラキゥ
虹 timpav ティンパヴ 卵 tunuka トゥヌカ
父 ma イゥア 低い p mtakam ピゥタカンム
兄 suta スゥタ 座る p m m ピゥー
子供 faa ファー 怖がる iv イヴ
男 pikitum ピキトゥンム
は声帯を振動させて発音される音も一切ない単語があります。たとえば「おっぱい」のことは「
kss 」 、 「櫛」は「
ff 」 、 「作る」は「
kff 」
と言います。これは非常に珍しい特徴で、私の知っている限りでは世界の中でこのような言語は他に２例しかなく、アジアでは他にありません。言語 一般理論にとっても非常に重要なことばな
のです。　
先ほど私はこ
とばの歴史に興味があると言いました 、この方言にも非常に古い特徴があって、いくつか紹介し みたいと思います。 まず、ハ行が奈良時代と同じくパ行になっており、たとえば「花」のことを「パナ」と言います。これは非常に古い特徴で、共通語のほうが「訛っています」 。また、 「夢」のことを奈良時代で
は「イメ」と言っていました。それは共通語などで「ユメ」に変わりました。大神島では「イミ」と言い、最初の音はずっと変わっていません。詳しいことを話します 複雑になりますが、奈良時代では「息」の「キ」と「木」の「キ」は発音が違っていました。 現代の日本語では同じ音ですが、 大神方 で 違います。 息」の方は「
iks 」 、 「木」のほうは「
kii 」と言います。奈良時代の区
別をしっかり保 す。その他に奈良時代では既に消えてた、または消えかけていた特徴も保っています。ことばの多様性を守るために〈保存とは〉　
では、このことばの多様性をどのようにすれば守れるのでしょ
うか。保存とはどういうことなのでしょう 。ことばを化石化た形で博物館の中で文化遺産として保管することな か。それとも生きたままで次世代へ継承できるように保護することなのか。それは根本的な問題ですが、私 次世代へ継承でき ように生きたまま保護しないとあまり意味がな と思います。　
今は地方のことばの研究が支援されており注目も浴びているも
のの、保護と継承に関しては積極的な政策がまだ取られていません。菊さんのように、地元 そういう活動も見られますが、大きな規模の政策はまだありません。しかし若い世代への継承が非常に重要で、若い人が方言を学習できる場所を作らないと、そのことばがそのまま消えていくことになってしま ま 。　
よく心配されるのは、子どもに方言を教えたら共通語ができな
くなるのではないかということですが、 それは ったくの誤解で、
30
人間にはことばをいくつも覚えられる能力があります。実際、二ヶ国語、またはそれ以上話せる人がたくさんいます。 た、世界の中に正式に複数の言語の使用を認めている国家もたくさんあります。たとえばカナダ、スイス、スペイン、インド、シンガポールなどが挙げられます。そのような多言語国家がたくさんあるので、日本もそのような国になることも不可能ではありませ 。〈保存の方法〉　
保存の具体的な方法ですが、方言の保存または復興の活動は地
元から発信しなければなりません。地方の は、それ 話している人と習いたい人の努力 なければ消滅してしまいます。そこで国または地方自治体 支援 なければかなり難しい 思います。　
言語学者は「我々のことばを救え」と一方的に言われても非常
に困ります。専門の知識 技術を提供して保存 活動に協力すことはでき が、地 の人が熱心にそ 言を守ろうとし い限りどうにもなりません。例えば菊さんのよう 方 いる 非常によいと思います。　
研究者はこのように保存活動に協力し、できるだけ地元への還
元をしなければなりませんが、それは今まであまり考えられてきませんで た。た えばＮＨＫの『全 方言資料』という録音資料があって、最近ＣＤ版も出てい その中に大神島の録音が含まれており、もう亡くなった方々の声が聞けるのです 、大神の人に聞い みたら、誰もその資料の存在を知らなかったそうです。その資 地元に「還元」されるべきだと誰も思わな ったようですが、こ は問題だと思います。大神の人たちに 録音を聞かせたら、自分の親戚の声が聞こえて大変喜んでい した
多くの場合、伝統的なことばが話せるのは高齢者だけで、今記録しないと今後継承も研究も一切できなくなります。したがって、大至急、様々なジャンル（日常会話、昔話、歌）などの音声、映像、テキストを集めなければなりません。　
その他に不可欠なのは、方言をそれぞれ個別に、包括的・体系
的に記述した文法書です。今まではことばの全体像を明らかにしないまま、細かい部分を研究するのが主流でしたが それではそのことばの全体の姿がわかりませんし そのことばを学習することもまったくできません。琉球語が始まって今百年以上経っているのに、記述文法書がほと どないということは我々言語学者の反省すべき問題だと思います。　
ある方言学者が文法の完全な記述は３年や４年では絶対にでき
ないと言っていますが、私はそのくら の時間があれば 完全とは言えないかもしれ せんが、十分立派な文法記述 書け 思います。　
地域のことばが消滅してしまうのはどうしようもないと断定す
る人もいますが、確かに放っておいてしまえば あ 数十年または数年で日本の多様なことばは完全に姿を消してし います。しかし、今のうちに保存に全力を注げば生き残る可能性は十分あると私は信じています。今後とも琉球のことば 研究を続けて、保存・復興活動にできるだけ協力して きたい 思 ます。ありがとうございま た。 （拍手）
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中本正智・中松竹雄（1984）「南島方言の概説」『講座方言学10　沖縄・奄美の方言』（国書刊行会)
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はじめまして。富山大学の呉人と申します。どうぞよろしくお
願いいたします。　
私の話はこれまでの狩俣先生、菊先生、ペラール先生の取り組
んでいらっしゃる暖かい地域の言語とは対照的に、とても寒いシベリア 話されてい 言語についてのお話です。　
先ほど始まる前に控室で皆さんとお話をしていたら、与論島で
は今でも半袖 大丈夫というお話でしたが、私のフィールドは今の季節はおそらくマイナス
60度くらいに下がる、とても寒いとこ
ろです。ちなみに「雪」という単語は与論のことばにはないとおっしゃっていましたが、対照的にコリャーク語では「雪」 降っている雪、積もっている雪それぞれ 専用の単 があります。だいぶ地理的・気候的に違うのだなという印象を受けた次第です。　
しかし、そういう地理的あるいは気候的な違いがあっても、両
地域の言語の置かれている状況はかなり共通して ます。 つまり、両地域とも は危機に瀕していると言うこ です。　
とはいえ、残念ながら私が取り組んできたコリャーク語という
言語は、南の地域の言語よりもず とドラスティック（激烈）に言語の衰退が進んでいます。同時 人の生命の喪失という非常に深刻なことも起こって
　
そういう意味で、国
外の危機言語ではこういう復興の取り組みが行われている だという希望のあるお話は、残念ながらコリャーク語ではできません。　
ただ、そうではある
のだけれども、私の取り組んでいるこの小さなコリャーク語という言語でも、ま まだやることはあるぞというお話はできるのではな
呉人
　　惠
（富山大学教授）
講演4
辺境から発信する言語学
│
シベリアのコリャーク語は今
│
いかと思います。シベリアのトナカイ遊牧民コリャークの言語　
さて、今日はシベリアのコリャークというトナカイ遊牧民の言
語を取り上げて、具体的な事例をあげながら、主に次 二点を指摘したいと思います。　
まず第一点は、ことばを話す人の立場に立った指摘です。すな
わち、言語の衰退というのは単にコミュニケーションの道具が一つなくなることを意味するので なく、その を話す民族のアイデンティティ、生業、さらに深刻な場合には生命の喪失とも密接に結びついているというこ です。　
確かにことばはコミュニケーションの道具だとはよく言われる
①空から見た第13トナカイ遊牧ブリガード
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ことですが、道具であるならば、それは少ないほうが便利でよいわけです。しかし言語というのはそうではないと うことです。　
第二点は、我々言語学者の立場からの指摘です。先ほどペラー
ル先生もおっしゃいましたが、コリャーク語のような辺境のあまり知られていない言語には 研究の視野を広げることができる興味深い現象が埋蔵されているということです。けれども、今のまま放っておいてしまうと、こういう現象の多くは誰にも知られることなく朽ち果 運命にあるということです。　
さて、私が対象とするコリャーク語という言語 分布域を、地
図上で確認していただきた と思います。北海 から北に千島列島、さらにはカムチャツカ半島と続いていま 。そのカムチャツカ半 の付け根一帯で話されて る言語がコリャーク語です。　
私は一九九三年からこれまでカムチャツカ半島の大陸側の対岸
にある、マガダン州というところで現地調査を行 てきました。話し手の数は二千人余と言われていますが、おそらく現状ではそれよりもさらに少なくなって ることが予想されます。　
話者数の減少に関して一番の問題点は、子どもたちが母語とし
て既にこの言語を習得していないことです。子どもた が母 と
くれびと・めぐみ
富山大学教授
東京外国語大学大学院外国語学研究科修了
博士（文学）
専門は言語学、コリャーク語学
地図１：宮岡伯人（編）『北の言語：類型と歴史』
　　　　（1992年、三省堂）
して習得していないということは、既に未来への継承の道が断たれてしまっているということに他なりません。これは裏返せば、ロシア語への同化が急速に進んでいるということです。　
さて、先ほどあげた二点に
ついて、今日は具体的な事例
をあげながらご説明したいと思います。まず一つめは、生業の衰退、民族的 アイデンティティや生命の喪失が言語の衰退とどのように相関しているのかという問題です。これについては、トナカイの名づけと人の名づけの伝統と変容と う観点から考えてみたいと思います。　
二つめは、辺境の危機言語が今後、一般言語学的にどういう貢
献をなしうるのかという問題です。これについては、日本語から発信した「属性叙述」 研究にコリャークがどのように貢献していく可能性を持って るのかを紹介しながらお話ししたいと思います。自然資源豊かなシベリア
　
コリャークが置かれ
ている自然環境は、ツンドラとタイガの移行帯です。ツンドラというのは、一年中永久凍土に覆われ 植生の乏しい平原地 を指します。一方、タイガというのはシベリアの針葉樹林地帯を指します。私がこれまで調査してきた地域はそ 移行帯にある地域で、気候区分ではシベリア亜極北
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②ツンドラと森林の移行帯
③夏のトナカイ遊牧
帯です。非常に寒く、気候条件のきわめて厳しい地域　
たしかに、我々はシ
ベリアというと過酷な自然環境の不毛な土地と思いがちですね。しかし、実は自然資源が非常に豊かです。こ地域の人々は、主たる生業としてトナカイ遊牧を営んでいますが補完的にフィッシング、狩猟、植物採集な
どをおこなっています。このように複数の生業を組み合わせた形は、厳しい自然環境に対処するために、一年中食料確保が可能な環境を作っておくという、この地域の民族ならではの適応戦略のあり方だと思います。何枚かこの地域 写真をご紹介したいと思います。トナカイの遊牧　
写真①は、空から見た第
13トナカイ遊牧ブリガードというトナ
カイ遊牧キャンプの夏 宿営地です。ご覧になっておわかりうに、ツンドラ地帯にはたくさんの川が蛇行しているのが特徴的です。　
今
度は地上から見てみましょう（②） 。これは宿営地のすぐ近
くの低い丘から見た写真です。植生がよくわかると思います。コケやベリー類、マツの一種であるハイマツという背丈の低 マツが生えています。そして遠くのほうにはグイマツというカラマツの一種の木が見えます。ツンドラとい 植生が比較的豊かですし、かといってタイガほどに森林が密生しているわけではありません。したがっ 、 「ツンドラとタイガの移行帯」と呼んでます。　
ここで人々はトナカイ遊牧を営んでいるわけです。これは夏の
トナカイ遊牧の風景です（③） 。写真は夏のものが多いです。なぜなら、冬は寒すぎて写真 撮れな からです。これは二人の牧夫がトナカイを捕まえに行っているところです。　
これは、トナカイを投げ輪で捕まえているところ す（④）
。
　
これは、雄の の去勢作業をしているところです（⑤） 。
　
トナカイ遊牧が主た
る生業ですから、トナカイは 活の様々な場面
で利用されていま
す。まず第一に、陸上の交通手段として利用されます。二頭立てのトナカイ橇
そり
が、彼らの
主たる交通手段で（⑥） 。　
写真⑦はトナカイを
解体しているところです。トナカイは殺してその肉を食べると同時
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④トナカイの捕獲作業
⑤トナカイの去勢作業
⑥コリャークの交通手段，トナカイ橇
そり
に、皮を剥いで衣類に利用します。女性二人が両側から引っ張り合って皮を剥ぐの すが、これは力も技術も要するなかなかむずかしい作業です。　
剥いだ毛皮は加工して衣類にします。写真⑧は毛皮をミヤマハ
ンノキという木の で染めた冬の毛皮服です。コリャークの人たちはビーズ刺繍を施して仕上げます。手袋、ブーツ すべてトナカイ毛皮で作られて ます。　
夏
の衣類もトナカイ毛皮で作られます（⑨） 。これはトナカイ
毛皮の何で作られているかおわかりになり でしょうか。何かのリサイクル す。ヒントは、 あちこち黒くなっている とです。　
答えは、住居です。そう、写真⑩のテントは、トナカイ毛皮カ
バーで作った夏用住居ですが、これを剥が 、外側につい毛を全部削いで夏用 衣服に るのです。住居の中で煮炊きをし
ますので、煙で燻されて黒くなっているのです。このように燻煙を施されているというのが、水を通さな 、蚊を寄せつけないために、夏の衣類としては非常に優れているのです。衣と住をついだ究極のリサイクルだと思います。様々な副業も　
先ほども申しましたとおり、コリャークは複数の副業にたずさ
わっています。まず写真⑪は秋 フィッシングの様子です。凍った川に穴を開け、 そこから魚 獲る、 「氷上穴漁」という方法です。魚は釣ったらあっという間に凍ってし う すが、人間はこやって凍った川の上に寝転んで２時間でも３時間でも釣りをしているのです。耐寒性 きわめて高 民族ですね。
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⑦トナカイの解体・皮剥ぎ作業
⑩トナカイ毛皮カバーの夏用住居
⑪秋の氷上穴漁
⑫秋のウサギ猟
⑧ハンノキの樹皮で染めた冬のトナカイ毛皮服
⑨夏用のバックスキンの服
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⑬野草茶用の野いばら摘み
⑭松ぼっくりの採集
⑮ツンドラの幸，ベリー
　
次に狩猟です（⑫） 。これは私ですが、ウサギ猟に同行したと
きのものです。　
次に植物採集。夏になると植物採集をします。これは野いばら
をお茶を作るために採集しているところです（⑬） 。見てもわかりますように、根っこから採らないで、茎を途中からハサミで切って採集します。根を来年に残すためです。　
これはハイマツの松ぼっくりを採集しているところです（⑭）
。
これも食用にします。　
さらに、ツンドラにはベリーが非常に豊かに生えています。右
はクランベリー、左はブルーベリーです（⑮） 。　
以上、コリャークの人々の生活 一端を写真でお見せしました
が、これだけご覧にな ただけでも、シベリアは意外に自然資源が豊かだという印象を持たれ のではないかと思います。
コリャーク語とはどんな言語なのか　
さて、いよいよ言語の話に入りたいと思います。まずコリャー
ク語の言語としての位置づけをしておきたいと思います。シベリアには、大きく二種類 言語グループがあると考えて ただいてよいと思います。　
一つはアルタイ諸語と呼ばれている言語グループです。このな
かには満州・ツングース 族、モンゴル 族、チュルク語族 いった語族が含まれます。もう一つは古アジア諸語という言語グループです。中にはエスキモー・アリュート語族、チュクチ・カムチャツカ語族、孤立的な言語としてユカギ ル 、ケット語、ニヴフ語が含まれます。かつてはアイヌ語もこれに含まれていまし
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地図２：宮岡伯人（編）『北の言語：類型と歴史』（1992年、三省堂）
た。コリャーク語は、このうち、チュクチ・カムチャツカ語族に属しています。　
この二つの言語グループのうち、アルタイ諸語
はシベリアでは新しい言語だと考えられています。一方、古アジア諸語は、 「古」が付い ることからわかりますが、アルタイ諸語が進出してくる以前 話されていた古い言語であると考えられています。　
この地図を見ていただくと、アルタイ諸語が非
常に広い地域を占めている一方で、古アジア諸語は小さな辺境 に押しやられ吹き寄せられた形で分布しているのがおわかりいただけると思います。これは、シベリアでは新参のアルタイ諸語に古い言語である古アジア諸語が同化吸収されてきたことをうかがわせるものです。コリャーク語の現状と特徴　
次に、コリャーク語の現状と特徴について概観
しておきたいと思います。コリャーク語は先ほども紹介したとおり、ロシア連邦マガダン州とカムチャツカ州で話されている言語で 二〇〇二年現在、８７４３人のコリャークの人口のうち
27・
１％、２０００人余の人が ャーク語 母 として話しているという統計があ ます。しかし、この統計から８年も経っ いますので、現在では母語率はさらに減少して ると考えられ
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地図２でご覧になるとわかるのですが、コリャーク語はちょう
ど旧大陸と新大陸のちょうど真ん中辺り、ヒトの旧大陸から新大陸への移動のルートに分布しています。そのことは言語にも反映されています。すなわち、コリャーク語は旧大陸の言語と似ているだけでなく、新大陸のエスキモー語やアメリカ・インディアン諸言語とも似た特徴をいろいろもっています。　
コ
リャーク語の興味深い現象は枚挙にいとまがないのですが、
ここではそのうち一つだけをご紹介したいと思 それは、この言語が「能格タイプ」であるということです。　
まず、わかりやすいように日本語を見てみましょう。日本語は
自動詞文にしろ、他動詞文にしろ、主語は「が」で表します。たとえば「太郎が寝た」 太郎が手紙を書いた」のよう つまり、自動詞文でも他動詞文でも、主語につけられる格助詞は同じ「が」で、目的語 れと 仲間はず で違う「を」という形式を取るということです。 に対して能格型 は 自動詞 主語と他動詞の目的語が仲間として同じ格形式を取り、他動詞 主語がこれとは違う格形式を取るのです。次の例
 （
1a ） （
1b ） （
1c ） 
を見てください。（
1a ）
　
　　　　
子供が（主）
　　　　
  寝ている
　　
「子供が寝ている」 （自動詞文）
（
1b ）
　
　　　　
女が（主）
　
子供を（目）
　
  呼んでいる
　　
「女が子供を呼んでいる」 （他動詞文）
（
1c ）
　
　　　　
子供が（主）
　
女を
　　　　
  呼んでいる
　　
 「子供が女を呼んでいる」 （他動詞文）
　
（
1a ） の「子供が寝ている」の「子供」の後ろについている語
尾（赤字の部分）に注目してください。これは自動詞文の主語です。次に
 （
1b ） の「女が子供を呼んでいる」では、 「子供」は他
動詞文の目的語になっているのですが、 （
1a ） の「子供」と形が
同じです。　
一
方、 （
1c ） の「子供が女を呼んでいる」という他動詞文では、
「子供」は主語ですが、今度は
 （
1a ） （
1b ） の「子供」とは語尾
が違ってくるの この語尾が取る格の形式を「能格」と呼んでいるのです。　
このように、自動詞の主語と他動詞の目的語が格標示において
同じようにふるまうのに対し、他動詞の主語が仲間はずれになるような言語のことを「能格型言 」と呼びます。能格型言語は実は世界中に散らばっているのですが、なぜかどちらかと言うとマイナーな言語が多いため、あまり一般には知られていません。「言語の死」と「民族の死」　
さて、ここから本題に入ります。先ほどからのお話にもありま
すが、世界中で言 多様性が失われて と言われていまただし、言語がなくなってしまうという「言語の死」は、一般的には、即「民族の死」にはつながらない け す。民族自体は別の優位な言語にシフトすることで生き延びるか そのため、生物多様性に比べると危機感が少なく、さほど深刻には受け取ら
40
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№1　　　　　　
「鼻面の白い」
№11　　　　　　
「橇の敷物」
№28　　　　　　
「平らな山頂」
れていないといわざるをえません。　
しかし、たとえばコリャークの現状を見ていると、言語の衰退
というのは、実は重篤な場合には人の死、生業の喪失とも分かちがたくつながっているのだということを実感します。そこでここでは、トナカイを伝統的にどうやって名づけてきたのか、 してそれが今どのよ に変わっているのかという側面、そして、人を伝統的にどうやって名づけ きた か、そしてそれがどのように変わっているのかという側面から、言語の衰退が意味することについて考え みたいと思 ます。　
まず、トナカイについて。トナカイはコリャークにとって非常
に重要な家畜ですので、いろいろなトナカイの名称が発達 います。たとえば年齢や性別による識別名称、毛色や毛並みによる
識別名称、それから耳に切り込み印を入れ、所有者がわかるようにするのですが、それも細かい識別名称 持っています。今回、私が取り上げたいのは、橇
そり
を引くトナカイに与えられる個別の名
称、すなわち個体名です。つまり人間に「太郎さん」とか「次郎さん」という名前があるのと同じよう 、トナカイにも名前があるというこ です。　
とはいえ、名前は群れの中のすべてのトナカイに付けられるわ
けではなく、橇
そり
用のトナカイだけに付けられます。群れから選ば
れて捕まえられ 調教されて、常に乗り物 して使われるという人との関わりの濃さが、個体名を付けると うことに反映されているのだと思います。　
そして、その個体名の付け方がおもしろいのです。右表をごら
んください。こ は私が現地である牧民から聞き取った、彼が管理している橇
そり
用トナカイの個体名のリストです。
　
個体名として一般的に考えられるのは、まずは体の特徴です。
たとえば、 №１のトナカイ ように鼻面が白いから 「鼻面 白 」という名前を付けられる。また、№２のように鼻の下が白いから「鼻下が白い」という名前が付けられるわけです。それから比喩によって付けられる場合があります。たとえば、№
10の「ネジ」
というのは、ネジのようにぐるぐ 回るのが好きなトナカイ 名前です。また№
11の「橇
そり
の敷物」は、橇
そり
の敷物みたいに背中の部
分が擦り切れているという意味です。　
それから人の名前が付けられることもあります。これはちょっ
と独特ですが、№
18、
19ではロシア語の名前が付けられています
ね。コリャークと隣接するエヴェンと う民族が のですが彼らから贈られたトナカイ はロシア語 名前がつけられ こがあります。
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占い石アーニャペリ （an’
apel’：an’a「おばあさん」
「クモ」, -pel’「小さい」）
占いをする老女
みんな誰かの生まれ変わり！
　
私が一番注目したいのは、№
20〜
30までのように、物や地形の
名前が付けられることです。たとえば「ユルト」というのはコリャークの住居ですが、その柱を運ぶ橇
そり
とか、トナカイの鼻のとこ
ろにつける皮紐とか、 ボタンとかがあります。 地形の名前だと、 峠、山の斜面、山頂、平らな山頂といったものがあります。　
写真をご覧ください。まず、№１の「鼻面が白い」という名前
のトナカイは、実際に鼻面が白いですね。ですから、なるほどそういう名前が付いているのだとわ りま 。それから№
11の「橇
そり
の敷物」というのは、橇
そり
にトナカイの毛皮を敷くのですが、人が
座っているうちに擦り切れてきます。その敷物のように、このトナカイの背中も擦り切れたようになっています。これも、見てすぐになるほどとわかります。ところが、№
28のトナカイは「平ら
な山頂」という名前ですが、どこを見 も「平らな山頂」を想像させる身体的特徴は見当たりません。では い た ぜこんな名前を付けるのだろうとい こ でトナカイの名付け〜出来事を名前に刻む　
このような名前は、実は、できごとを刻んでいると理解できま
す。つまり、そのトナカイを飼っている人が実際に目撃し 、あるいは関わったストーリーがその名前の背景にあるのです。言ってみれば、名前はそのできごと 思い出すための記憶誘発装置というかラベルみたいなも なのだ いうことです。　
たとえば「平らな山頂」というトナカイは、なぜそう名づけら
れたかというと、 ある時、群れから逃げ出してしまったそうです。そして、探していたら、平らな山頂 上で母トナカイ 一緒に休んでいるのが見つかっ そうです。つまり「平らな山頂」 いう
名前によって、そのトナカイにまつわる過去のできごとが思い起こされ とともに、そのトナカイが群 から逃げやすく、群れから逃げ ときにはいつも母トナカイと行動すること、さらに、逃げる時は、 平らな山頂 逃げる 。そういったそのトナカイの生態に関する情報 か知識というものが想起されるのです。したがって、このような名前
は牧畜技術を支える重要なノウハウの一つであるともいうことができます。人の名づけ〜生まれ変わりの再生観念　
次に人の名づけにいきたいと思います。現代のコリャークは大
きく二種類の名前を持っています。まず、公に使うロシア式の名
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前を持っています。たとえば、 「
G
ejko V
ladim
ir V
asil'evich 」と
いう知り合いの男の子がいますが 「
G
ejko 」は苗字、 「
V
ladim
ir 」
は名前、そして「
V
asil'evich 」は父称です。その一方、コリャ
ーク式の名 も この男の子は、なんと５つもコリャーク語の名前を持って 。ロシア語 名前があればそれでいいじゃないかと思います 、コリャークたちは、コリャーク語の名前を失うことは、自分たちの魂を失う とと同じだと言って、コリャーク語の名前にこだわります。なぜならば、コリャーク語の名前に 、彼らの人生観が映し出されているからです。　
どのようにこの名前を付けるのかというと、アーニャペリとい
う占い石で占って命名するのです。年寄り 女性が木に吊るしたこの占い石の前に座り、祖先 を次から次へ 言って くのです。もし、そ 石が揺れたら、揺れた時に言った祖先の名前が新生児の名前に付けられるのです。　
この占いの名づけの背景にあるのは再生観念です。人は死んで
もまた生まれ変わるのだという再生観念がその背景にあるということです。祖先の魂をコリャーク語では「ウジージット」とのですが、この魂が死後、新生児に乗り移 再生するという信仰があるのです。ですから、こ 写真 子供たちもみな祖先前が付いていて、誰かの まれ変わりなの す。さきの男 子が５つもコリャーク語の名前を持っているのは、その占い 正しい祖先を特定できず、何度も繰り返し占い おこ った結果です。このような占いの失敗は、新生児 身体的な異変として顕現すると考えられています。
廃れゆく伝統的な名づけ　
以上、トナカイと人の名づけの両方を見てきましたが、現在、
このような名づけに何が起きているのかを最後にご紹介したいと思います。まずトナカイですが、コリャーク語が話せない若い牧民たちの橇
そり
用のトナカイは、今やロシア語からの借用語による名
前になっています。たとえば「ムィショーノク（仔ネズミ） 」 、 「スニケルス（チョコバー） 」 、 ボーイング（ボーイング） 」 、 「ストゥレロク（弓を射る人） 」 、 「カバン（イノシシ） 」などです。　
本来、
トナカイは種を増やしていくための家畜です。ですから、
コリャーク語の個体名には、そのために必要なトナカイの生態などの知識が埋め込まれていた で ところが、コリャーク語が話せず、またそのような名づけの原理を知らない若者たちは、あたかも愛玩動物に対するかのようなロシア語の名づけに頼らざるを得なくなったというわけです。ここで 個体名をつ るという枠組みだけが残され、 中身である伝統的な命名原理は失われてしまっています。　
実
際にペレストロイカ以降、トナカイ遊牧が非常に衰退して、
トナカイ頭数も激減しました。私が通っている は、 「第
13トナ
カイ遊牧ブリガード」と う遊牧キャンプですが、本来あった
14
のブリガードのうち、今では唯一こ 第
13ブリガードだけが残さ
れています。つまり、上でみたよう 名づけの変容は、生業の衰退と並行して起きていることなのです。　
それから人の名づけの方ですが、トナカイ遊牧キャンプのよう
な伝統的な生業がかろうじて行われている地域ではまだ残っていますが、村ではロシア語化が進んでおり、コリャークの子どもたちの中には自分のコリャーク語の名前を知ら く ってしまった
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ような子どもがでてきています。コリャーク語の名前を失うことは、単に自分につけられたラベルを失うということではありません。人は死んでも新たに生き返ることができる、再生することができるという、いってみれば非常に楽観的な世界観 人 観をも一緒に失ってしま ということを意味するのです。言語の喪失は何をもたらすのか　
現にコリャークの人たちはアルコール中毒や様々な病気などの
生命にかかわる深刻な問題を抱えており、若い人たちも例外ではなく、非常に急激に亡く っています。 えば私 滞在した村には二〇〇一年当初
60人くらいの住民がいました。それが、
今ではおそらく３分の２くらいになってしまいました。若い人も含めてたくさんの人が亡くなって るのです。名づけに見られるような人生観の喪失と、このような事態は決して無関係ではないでしょ 。　
言語の死と生業の喪失、さらには民族的なアイデンティティの
喪失は、このようにすべて並行して起こっているのです。言語とは単なる記号のセットではありません。言語をなくしてしまういうことは、その記号にすり込まれている民族固有の知識とか情報なども一緒に失くしてしまうことなのです。さらに言えば、生とか死という人の経験に対する固有の解釈 仕方も失くし しまうこ なのです。非常に恐ろ いこと す。　
私自身、コリャークが直面しているそのような急激な言語の変
容に今なす術もない状態ですが、一方、言語学者 して 、私は未だコリャーク語に非常に大き 魅力を感じていま ぜならば、コリャーク語にはまだまだ掘り起こすべき宝がたくさんある
と思うからです。言語学の見地から考える　
一例を挙げれば、所長の影山太郎先生のご研究ともかかわって
いますが、日本語研究発信の叙述類型論という理論があります。人間の言語の根幹には、時間軸に沿った出来事を叙述する叙述の仕方と、時間の流れを超越した恒常的な属性を叙述する属性叙述との区別があるという考え方です。　
ただ、具体的にそういう区別をはっきりと形の上でする言語は
今まで見つかっていなかったのですが ど や コリャーク語にはそれがありそうだ うことがわかってきました。言い換 れば、日本語から発信した叙述類型論という理論研究は、コリャーク語のデータを通して、世界に発信していく可能性を得つつあると言っても過言ではないと思います。もちろん、このような類型論的研究はスタートラインに着い ばかりです 、コリャーク語のような小さな言語にも理論研究に貢献する道があるのです。　
このように知られていない言語を丁寧に掘り起こしていくこと
によって、言語学の研究に より実りある豊かな将来が約束されていることが期待されます。　
最後になりましたが、言語話者から見ても、言語学者から見て
も、これまで知られることの少なかった の消滅は、極めて大きな損失であるということをもう一度強調しておきたいと思います。やはり、私たちは言語 多様性を守るため 精一杯、努力をしていかなければならないと思います。ある言語学者がこう うことを言 ました。花は、桜の花でもチューリップでも美しい。しかし、世界中の花が桜の花だけ、あるいはチューリップだけに
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なったらどうだろう。本当につまらなくなってしまう。花もいろいろ 花があるから美しいのと同じように、やはり言語もいろいろな言語があるから素晴ら だというメッセージです。　
こ
のなかにも若い言語研究者の方がいらっしゃると思います
が、もしその方たち 私に「どんな言語を研究したらよいか」というアドバイスを求めるとす な ば、私は、もし日本語であるならば、ぜひ方言の研究をやってほしいと勧めたい 思います。それから外国の言語である らば、マイナー ぜひやってほしいと勧めたいと思います。以上、ご清聴ありがとうござ ました。 （拍手）
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文化庁事業について　
国立国語研究所では今年度、文化庁の委託事業「危機的な状況
にある言語・方言の実態 関する調査研究」を実施しております。この事業の趣旨は、我が国における言語・方言のうち、消滅の危機にあるものについて ユネスコが二〇〇九年に最新版を発行した
 A
tlas of the W
orld's L
anguages in D
anger の内容を踏まえ
て、その実態に関す 調査を行うというものです。　
もう少し具体的に言いますと、事業の内容には次の三つの項目
が挙げられています。　
（１）我が国における言語・方言の現状（言語・方言の全体的
分布の状況）に関する調査研究。
　
（２）我が国における言語・方言のうち、消滅の危機にあるも
の、及びその程度に関する調査研究。
　
（３）その他。
　
つまり１番目で、 の全体的な言語・方 の状態を調査研
究し、２番目で、そのうち消滅の危機にあるも がど くらいあって、その消滅の危機の程度がどの程度なのかということを明かにし、３番目でそ 他、今後消滅の危機にある言語を把握する
ために必要なことを調査するというものです。ユネスコの
Atlas of the W
orld's Languages in D
anger
　
まずユネスコの
A
tlas of the W
orld's L
anguages in D
anger （世
界消滅危機言語地図）がどういうものかをご紹介します（図１） 。トマさんの講演にもありましたが、ユネスコの「危機言語」 ホームページを見ますと、まずこの図 出てきます。これは「存在が危ない」と言われる約２５００ 言語の地点をマークした地図です。世界地図で見ると、ごちゃごちゃして ますが、ある地域を拡大して見ることができるようになっています。日本のところだけ拡大して見ると、日本には八つのバルーンが立っています。　
次に、ユネスコが二〇〇九年二月一九日に世界の２５００の言
木部
　
暢子
（国立国語研究所教授）
語が消滅しそうだということを発表したときの新聞記事を引用してみましょう。朝日新聞からの引用です。これによると、「世界で約２５００の言語が消滅の危機にさらされているとの調査報告を国連教育科学文化機関（ユネスコ） 発表した日本ではアイヌ 最も危険な状態にある言語と分類されたほか、八丈島や南西諸島の各方言も独
講演5
危機的な状況にある言語・
方言 態に関する調査研究
図１　ユネスコのAtlas of the World's Languages in
　　　 Danger（世界消滅危機言語地図）
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立の言語とみなされ、計８言語がリストに加えられた」と書かれています。　
朝日新聞ではもう少し詳しく、 「日本では、アイヌ語について
話し手が
15人とされ、 『極めて深刻』と評価された」 、 「このほか
沖縄県の八重山語、与那国語が『重大な危険』に」 、 それか 「沖縄語、国頭語、宮古 鹿児島県の奄美諸島の奄美語、東京都の八丈島などの八丈語が『危険』 分類 た。ユネスコの担当者は『これらの言語が日本で方言として扱われているのは認識しているが、国際的な基準だと独立の 語と扱う が妥当と考えた』と話した」 と書かれています。トマさんの講演にもありましたが、言語学的に 話しても意味が通じなければ別 言 とするという考え方があります。 のような観点からユネスコはこれらを「言語」として発表 のです。言語・方言の定義　
今回の文化庁の仕事でも、 「まず言語と方言の定義を明らかに
した上でこの事業を実施すること」となっています。しかし、 「語」と「方言」を区別することは、 じつ と も難しいことです。
この定義がきちんとできれば何も苦労はしない。というより、 定義できないところに 「ことば」の特色があるという気がします。そうはいっても、「言語」と「方言」の定義を明らかに なければなりませんから、それに関してどのよ
うに考えたらよいかということについて、少しお話しします。　
琉
球列島（ 「琉球」は奄美・沖縄を含む地域を指します）で話
されていることばは、本土の人には通じないくらい本土のことばとの隔たりが大きい。そう う意味で 別の言語とするという立場もあると思います。しかしこれまでは、一般 は「方言」 位置付けられてきました。それ ことばとの間に、ある程度の対応関係が存在するからです。対応関係とはどういうこ かと言うと、本土の方言、たとえば東京の とば 「エ」 発音するところを琉球諸方言では「イ」と発音するというようなことです。図２をご覧ください。 「かげ（影） 」というこ ばが、与論は 「ハギ」 、沖縄では 「カーギ」 、宮古 は 「カギ」 、与那国で 「カ
ﾟ
キ（鼻濁音） です。東京の ゲ」が奄美・沖縄では ギ」 、または「
ﾟ キ（鼻濁音） 」になっています。次に東京の「て（手） 与
きべ・のぶこ
国立国語研究所教授
九州大学大学院文学研究科修了
博士（文学）
専門は日本語学
図２　本土方言 e と琉球諸方言 i との対応例
論・沖縄・宮古・与那国で「ティー」 、 「ね（根） 」は「ニー」になっています。 「ふね（船） 」は与論で「プニ」 、沖縄・宮古で「フニ」 、与那国では「フ」が落ちて「ンニ」になっています。 「ほね（骨） は与論で「プニ」 、沖縄で 「フニ」 、宮古ニ」 、与那国で「フニ」と言います。したがって、与論、沖縄では「船 と「骨」の区別がありません。それから「へ（屁）は与論で「ピー」 、沖縄で「フィー」 、宮古で「ピー」 、与那国
48
で「ヒー」 、 「あめ（雨） 」は与論・沖縄・宮古・与那国で「アミ」となっています。　
このように、東京の「エ」の母音はだいたいにおいて、奄美・
沖縄では「イ」になる。こういう場合、両言語には対応関係があるといいます。そして、 このような対応関係があるということは、二つの言語になんらかの関係があった、祖先を辿れば同じことばだった、ということを示しています。　
このような研究は、もとはヨーロッパ言語の研究の分野で進め
られてきました。インド・ヨーロピアン語 つまり、インドからヨーロッパにかけて 広い地域で話されているいろ ろな言語には、 それぞれ発音上の対応関係があります。 そこで、 これらは元々、同じ祖先か 出たのだと考えられてきました。ドイツ語や英語、フランス語、イタリア語、スペイン などは、元々、祖先は同じ言語だったというわけです。日本はこのような研究の方法を取り入れ、東京のこ ばと奄美・沖縄のことばとの間に対応関係があることを発見しました。 で、両者は言語的に同じ祖先を持つと考え、琉球で話されて ることばを「方言」 呼ん きたのです。　
しかし、最初の狩俣さんの発表にもありましたように、琉球列
島は歴史的に、 一八七九年まで琉球王国だっ 。 言語的にも奄美・沖縄のことばは東京の人には通じないくらいに違いが大きい 文化的にも独自の文化を持っています。 そのよ なこと 考える 、琉球のことば 「方言」ではなく「言語」と位置付ける いう考え方もあると思います。　
以上述べたような、
お互いに通じるか通じないかとは別に、 「言
語」と「方言」 定義に 、社会的な基準が大きく関わっています。たとえば、 スペイン語とポルトガル語は非常によく似 て、
お互いに通じます。対応関係に関しても、東京と琉球よりももっと密接な対応関係があります。しかしこの２つは、どちらかがどちらかの方言とは言いません。スペイン語、ポルトガル語のようにそれぞれ独立した言語で また、南アメリカのブラジ ではポルトガル語が話されていますが、ブラジルのポルトガル語はポルトガ 語の一方言とは考えられていません　
このように、
ことばには言語的な要因─どのくらい似ているか、
聞いて意味が通じるか、対応関係があるか─の他に 社会的な要因、たとえば国というまとまりや地域の歴史など 様々な要因が関係しています。したがって、 「言語」と「方言」をきっちりと「こういうものは言語と呼ぶ」 、 「こういうものは方言と呼ぶ」と区別することは、とても難しいのです。それぞれの人 「私はこう考える」という立場を示すことはできますが、統一的な見解を出すのはとても難しいことなので　
こ
のような事情から、ユネスコの
 A
tlas of the W
orld's 
L
anguages in D
anger のホームページでも、 「方言（
dialects ） 」
と「言語（
languages ） 」を区別することをしていません。すべて
"languages" としてリストアップしています。ですから、 アイヌ語、
八丈語、八重山語、与那国語などのように、すべて
"language" と
して挙げられています。ユネスコ ては、これは穏当な態度だろうと思います。　
このように、
方言と言語を定義するのはとても難しいことです。
しかし、世界に目を向けると、一つの国の中に ろいろ があるという現象は、実はきわめて普通 こ です。私 以前 ルーマニア 国に行ったことがありますが、ここではルーマニア語をしゃべる人が４割、ハンガリー語をしゃべる人が４割、ドイツ語をしゃべる人が２割いました。隣に住む人はハンガリー語
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をしゃべっている、 その先の隣の人はドイツ語をしゃべっている、そういう人たちが一緒にお茶を飲むというのが普通の社会です。教会に行きますと、ルーマニア語とハンガリー語の２カ国語 お祈りが行われていました。　
世界を見ると、一つの国の中にいくつかの言語が併存している
という状態は、 んなに特別なことではなく、むしろ普通のことです。そのような考え方に私 も切り替えていくほうがよいではないかと思います。 「言語」と「方言」の定義に関しては、ディスカッションのときにパネリストの方々からも何かフォローしていただければ消滅の危機の程度について　
以上のように、 「言語」か「方言」かの定義は難しいのですが、
日本の中に言語のバリエーションがたくさんあるのは事実です。それらのバリエーションについて、消滅の危機に瀕しているものがどのく いあるか、そしてその程度がどんなものかとい のを調べるのが文化庁の第２の要求です。そのためには、何をもって危機と判断するかという判断 基準を持たなければなりません。これについてもユネスコが６段階 判断基準を示して ますで、それを見ることにしましょう。　
第
一段階は「安全」 。これはすべての世代によってその言語が
話されている場合です。第二段階が「脆弱」 。たい こどもたちがその言語を話すけれども、 ある特定の場面に限られる場合。第三段階 「危険」 。こどもたちがもはや家庭でその言語 母語として学ばない場合です そして第四段階が「重大な危険」 。の言語が祖父母やもっと古い世代によって話されていて、親世代
はそれを理解するけれども、こどもたちの間ではもう話されない場合です。先ほどの呉人さんのご発表では、コリャーク語はこどもに伝わっていないということでした。ということは、 すでに 「重大な危険」の段階にあるわけです。第五段階が「極めて深刻」 。祖父母世代ですら部分的に、たまにしかその言語を話さない。したがって、言語・方言を忘れつつある、そのような場合です。方言調査にいくと、 「ちょっと待って。昔なんとか言ってい けどねえ。ちょっと思い出せない」 いうことがよくあります。これなどは、調 と う特殊な 面 のことですから まだ「危険」または「重大な危険」あたり のでしょうが、それが頻繁になてくると「極めて深刻」 いうことになります。第六段階が「消滅」 。もう言語を使用する人が ない場合です。　
こ
れでいくと、日本には第三段階の「危険」 、または第四段階
の「重大な危険」にある方 が非常に多 と思いま 親は方言を理解するけれども家庭で 使わない、したがって、こどもたちは家庭で方言を学ばない、そういう地域は日本中にたくさんあります。方言が消滅するか、生き延びるかのキーを握って るのは親世代、四〇代で 。親がこどもに向かって方言で話すかどうか、それが方言が消滅に向かうか、保存される のキーなので 。　
これまでのご発表にありました３地点を見てみますと、それぞ
れの地点は次のような段階にあ といえます。まず 与論は四〇代ならまだ誰でも を話すというこ でした。親世代が方言を話し、 こどもにも方言で語りかけるとすると、 だ 重大な危険までは行っていない。 「危険」 くらいでしょう ころが大神島は、四〇代 人は話せるけれども、こどもたちには伝わっていない。ということは、 「重大な危険」の段階に入っているコリャーク語は２〜３人 年配の人たちに使用が限られている
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とすれば、 「極めて危険」な状況にあると位置付けられるということになります。言語の活力を計る方法　
以上は危機の度合いの総合的な判断でしたが、それ以外に、ユ
ネスコは言語の危機の度合（言語の活力の度合）を計るために九つのファクターを挙げていま 。　
ファクター１：言語がどの程度次の世代に伝承されているか
　
ファクター２：母語話者数
　
ファクター３：コミュニティ全体にしめる話者の割合
　
ファクター４：どのような場面で言語が使用されているか
　
ファクター５：伝統的な場面以外で新たに言語が使用され 場
面がどの程度あるか
　
ファクター６：教育に利用されうる言語資料がどの程度あるか
　
ファクター７：国の言語政策（公的位置づけと使用を含む）
　
ファクター８：コミュニティでの言語に対する態度
　
ファクター９：言語記録の量と質
です。全部について見ることはできませんので、ここでは、このうちファクター１、ファクター６、ファクター８について見ていきたいと思います。地域は、奄美の喜界島・与論島、沖縄県の宮古島・与那国島、それ 鹿児島県の甑島です（図３） 。甑島はユネスコのリストには挙げられて ませんが、危機の度合いが非常に高いと考えられます。　
まず、ファクター１では、四〇代までは方 が話せるというの
が喜界、与論、宮古です。これに対し、与那国、甑は年齢 言う
図３　本調査の中間報告
と一〇歳上がって、 方言が話せるのは五〇代以上です。与那国は日本復帰後、サトウキビの収穫のために北海道からたくさんの人が入ってきたという事情があります。北海道では冬は農業 できませんから、最初は出稼ぎとして北海道の人たち 与那国島に入り、 そ 後、結婚したり 島に定住し のです。その人たちは当然、与那国方言が話せません。した って、そのこどもも家庭で方言を学ばない。そのこどもたちが今では四〇歳近くになっているわけです。　
甑島は図４のグラフに示したように、人口の流出が
非常に激しいところ す。一九七〇年のところでガクンと総人口が下がっていま が、これは高度成長期に集団就職のため、中卒で島を出るこどもが増えたためです。一九七〇年頃の 学生というと、現在では五五
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歳くらいです。つまり、現在の五五歳以下の人たちは、集団就職で島を出ることを考えて、方言ではなく共通語を話すようになったの す。　
図５は二〇三五年までの人口推移を推定したものです。これを
見ると、与那国、宮古、喜界では、若い人の減少が激しくなっています。これを実数グラフにすると、図６のように ります。二〇三五年時点で宮古島市は人口が約４万５千人、与那国は約１５００人。喜界は約６千人。実数にするとこういう差が出てくるわけです。宮古は宮古で その中では方言が一律ではな かもしれませんが、実数で これだけ 差が出て ま　
次に、ファクター６の教育に利用されうる言語資源。これにつ
いては与論が非常に進んでいます。菊さんのご努力だ 思いますが、教材としての方言の文法書も作ら ています。それに対し
図４
図５
図６
宮古や与那国、甑には方言の教材がありません。与那国では３年前から地域学習の時間 方言の学習を始めたと言っていましたが、教材の作成まではいっていません。甑では学校教育で方言がまったく取り上げられていない状態です。甑島の鹿島町 委員会の話ですと、今後、取り上げる予定もないというこ でした　
次に、ファクター８、コミュニティでの言語に対する態度につ
いてです。分かりやすい例として、方言大会と「方言の日」を取り上げます。まず、奄美 沖縄では方言大会が盛ん 方言大会というのは、いろいろな話を方言 発表すると う大会です。宮古では毎年１回、大会が開かれていますが そのチケットは１日で売り切れる だそうです。与那国や甑 、そういう活動はほとんど行われていません　
「方言の日」については、与論では、菊さんのご発表でもあっ
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たように、２月
18日を方言の日に制定しています。方言のことを
「ユンヌフトゥバ」というので、ごろ合わせで２月
18日にしたそ
うですが、これが奄美全体に広がっています。図７は奄美全域の方言の日のポスターです。沖縄では「しまくとぅばの日」が条例で９月
18日と定められています。
なぜ方言の多様性を守らなければならないか　
最後に、なぜ方言の多様性を守らなければならないかについて
考えたいと思います。時間がありませんの 、詳しくは後のディスカッションに回したいと思いますが、今までの講師の方々 ご発表をまとめると、大きくは二つあると思います。　
一つは、
ことばというのは文化であるということ。したがって、
ことばの喪失は文化の喪失につながるとい こ 。も 一つは、人間のことばの特色を考える上で、ことばの 性 必要だということ。私たちはよく、 「人間のことばってこんなものだよね」 「日本語ってこんなことばだよね」と言いますが、メジャー ことばだけを見てそんな は言えないということです。　
そして、多様性を守るために何をしなければいけないか。これ
も大きく二つにまとめてみました。一つは方言の記録。 れは、トマさんの発表にあ たように、博物館のように残すことに当たるかもしれませんが、研究者には れしかできません。生きたとばとして方言を残すためには、地元の方々がこども ち 伝えるこ が必要です。その鍵 握 いるのは
40代の方です。これ
が二つめです。この二つをこれから実行していかなければならないと思っていま　
昔は「方言札」という罰がありました。学校で方言をしゃべる
と、札を首から下げさせて、方言 しゃべらないようにしたのです。鹿児島県 沖縄県の
70代以上の方はこの
ような教育を受け います。東北にもそういう教育があったという話もあります。この教育が頭に残っていて、方言は汚い のとか、ダメなものと思っておられる方がまだたくさんい っしゃると思ますが、これからは方言を積極的に評価し、多様性こそ素晴らいのだという意識に変えて こ が私たち 任務であると思っています。 （拍手）
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学校での方言教育木部
　
それではディスカッションをし
たいと思います。　
最初に、たくさんの方からご質問を
いただきました。すべてにお答えすることは難しいかもしれ せんが、まず狩俣さんから順番にご質問に対するお答えというか ちでお話しください。狩俣
　
「琉球列島と近い台湾、国交流
のあった中国との関係はどうなってますか」という質問があります。　
琉球方言への中国語の影響は非常に
表面的で、数が限られています。中国語の影響は主に文化的な単語に多くて、たとえば料理の名前 か、 「ニッケル」のことを「洋銀」と書いて「ヤンジン」というのですが そういう文化的な単語が多くて、琉球方言にある漢語の多くも本土から入ってきた漢語のほうが圧倒的に多い で、中国語直接 影響はほとんどありません。　
しかも琉球方言に入っている中国語
の影響も首里方言、那覇方言に入っていて、宮古、八重山などの地 の方言には直接は影響はありません。　
それからもう一つ。これはたぶん後
「日本の方言の多様性を守るために」
パネル・ディスカッション
パネリスト：狩俣　繁久／菊　秀史／トマ・ペラール／呉人　惠
司会：木部　暢子
国立国語研究所　第３回国際学術フォーラム
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で議論になるかもしれません。 「学校教育の中で方言を教えることができないか」というのがあります。実は私もそう うこ は考えていまして、私方言教育は可能だと思います。ただしそれは研究者や菊秀史さんたちのような地元の人たちだけではなくて、行政も関わる問題です。行政の役割は非常に大きいと思いますが、可能だと思います。　
それから、それをどの程度教えるか
という問題があると思うので 。たとえば今、小学校２年生用に「私たちの宜野湾市」 とか 「私たちのなになに村」とかという副読本があって、それをもって地域の自然 か地理について勉強します。それと同じ、たとえば が住んでいるのは普天間飛行場のある沖縄県の宜野湾市ですが、 「宜野湾市の文
化とことば」といったような副読本を作って、地域の文化とはどういうものなのか、地域のことばとはどういうものなのかという、基本的なことを教える教科書から英語の教科書のような方言そのものを教えるも まで、いろいろなレベル も があ ので、どこまで、どの程度、どのように教えるかということに関しては様々な議論があと思 ます。そういう議論は必要か思います。　
もう一人の方が「本土方言の場合の
共通語に近いような方言では、方言教育は難しいのではないか」とい 質問があるのです。私はそう う方言でも作るべきだと思います。たとえば京都の文化とことば か、ことばとはどういうものなのか いったことについて、京都は京都で、等し並みの方言ではなくて、京都の中 も ろいろ 個性のある、少しずつ変わった方言があるでしょうから、そういった身近なところから言語教育を始める。それが大きく違う言語に対するバイリンガル教育の基礎的なものだと思います。それは当然どこでもやるべきだと私は個人的に 考えています。以上で 。
方言はなぜ大切か木部
　
では、菊さん。
菊
　
たくさん質問が来ています。まず
一つ。 「方言が大切という意味がわらないという子どもたちに対して、具体的にはどのよ にお話ししていらっしゃいますか」という質問が来ております。　
たとえば小学生の低学年などの場合
には、私もなぜ大切なのか ことを具体的によく言えませんし、感覚に訴えるようにしています。　
与論島は先ほどご覧いただいたよう
な白いきれいな砂浜と、珊瑚礁に囲まれている島です。与論の子どもたちは東京に行きますと、ディズニーランドがあったり、 高いビルが並んでいたり、おしゃれな洋服が買えたりする。そうすると東京に憧 るわけです。地元にいると「与論島 て何もな よね」という感じで言っているわけです。　
「では与論島の海をすべて埋め立て
て、ここにディズニーランドを作ってしまうか。 っぱいホテルを建て 、観光客をいっぱ 呼び込んで、ビル街にするか。 大型ジェット空港を作るか」
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いうことで、失ってはいけないのではないか。目に見える宝物だったら残さないと けないと思うだろう。しかしことばというのは目に見えないものですから、その大切さに気付かないと思うのです。でも残すべき大切な宝物です」と。このように海の埋め立てのことで話をしたりします。　
も
う一つは、沖縄本島が隣ですが、
アメリカの兵隊さんが大勢いらっしゃいますが、そ ご家族が隣島の与論にちょ ちょい遊びに見えるのです。うしますと、ご主人はアメリカ 人だけど、奥さんが日本の だったり るケースもあって、家族連れで見えますと、小さなお子さんがいわゆるバイリンガルなのです。幼稚園か１年生くらいの子どもたちがみんなバイリンガルで話しているわけです。それを私がそばで見ると、この子どもたちはすごいなと思うのです。　
それで私も、子どもたちに「私たち
が使っているのは、方言とは言う れども、外国語 共通語みたいに差があるわけだから、２つの言葉を使え 君たちの父ちゃん、母ちゃん、じいちゃん、ばあちゃんはすごい能力を持って
いるんだ。残さないのはもったいないよね。だから君たちもぜひ覚えてほしい。先祖から伝わってきたことばだから覚えてほしいし、 のお父さん、お母さん、おじ ちゃん、おばあちゃんにも、 「おじちゃんがそう言っていた」とお家に帰ったら伝えなさいと言っているのです。　
地元におりますと、共通語と方言を
しゃべるというのは、なんの価値があるのと思うわけです。そこのどこが素晴らしいのかと思うだろうけれども客観的に見れば２言語しゃべっているようなものですから、これは素晴らしいことだと思うのです。これを普通できる を、 大人が自分の が子に、あるいは地域の子ども 伝えていないというのは本当は怠慢だと思う です。 子どもに 責任はありません 。先ほど木部先生のお話にも したように、大人とか親が自分の先祖か伝わってきたこ ばをどう認識するかということがとても大事なことかと思っています。　
それから、共通語は東京方言が中心
になっています。東京方言も方言の一つなので、どうしても表せないような
という話をするわけです。 「そのためには与論島のきれいな海を全部埋め立てないと けないけどね」という話をすると、 「いや、海は埋め立ててほしくない。あの白 砂を残してほしい」と子どもたちは言うわ です。そういうレジャー施設はほしいけれども、島の海は汚してほしくないと うわけです。　
どうしてそう思うのかと聞くと、そ
の子どもは答え切れないわけです。うまく説明できないけど、あのきれい浜は残してほしい、というわけです。私は「皆さんもよくわからない れども、そう思うでしょう」と。 「よくわからないけれども、 あの れ な海は、きれいな砂浜 大事だな」と。　
「だからみんな、そういうものがあ
るんだ。ことばだって一緒なんだよ。皆さんも大 くなったらそう思う ろうけれども、ことばというの 、与論島の歴史が数千年ある して 島に人が住み始めて社会生活が始ま 、の先祖の歴史の中で現在のユンヌフトゥバが成り立っているわけです。その数千年かかってできあがった島のことばを、共通語が話せるからいらないと
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ものがあるわけです。たとえば「ナグリャー」という言葉があります。これは「ああ、かわ そう」という意味が一つです。 う一つは、たとえば音信不通だった人に数十年ぶりに会ったしたときに、 「アッセー、ナグリャー」と言うのです。東京語で言えば 「ああ、久しぶり」になるの しょう。でもその「ナグリャー」という言葉は「久しぶり」の意味だけではな のです。すごく愛情がこもっている「よくぞ元気だったか」とか、 「ああ、愛しい」とか、「ああ、よくぞ無事で」というこ がある。これはとても東京語では表現きない感情のこもった言葉です。　
あとは、何か呆れ返ったりするとき
に、 また「アッセー ミンギヌピチュ」というものがあります。この「ミンギヌピチュ」というのは、直訳しますと「ミンギヌ」が人間です。 「ピチュ」が人。 「アッセ、 、人」というとなのですが、呆れ返ってしょうがないとき どに「アッセー ミンギヌピチュ」 言います。今はその他にちょっと思いつきませんが、こう 独特な言い回し、言葉がたくさんあるのです。そう うものも多言語の素晴らし
いところではないでしょうか。そういうことも、子どもには学校で話をしたりして ます。方言は古い ばかペラール
　
いただきました質問の中か
らいくつか関連するものをま めてお答えしたいと思いま 。まずは、なぜ大神方言のような方言がこんなに変わっているのか、方言とはいつも ものなのかという質問です。　
こ
とばは常に変わっていくもので
す。それをことばの乱れと批難する人もいますが、ことばの変化は誰も防げません。時間 経てば必ず わってくのです。たとえば、平安時代 『伊勢物語』に「昔、男ありけり」表現がよく使われていますが 「ありけり」という語形は今の標準語ではなくなってしま ました。しかし誰も乱れとは言ってい が 同じことです。　
大神方言の変わった特徴も時代の変
化がもたらしたものです。そのことばが限られた地域 話さ ており、そでしか流行らないことば、表現、発音
の癖が必ず生まれてくるのです。時代が変わるとそれがだんだん重なっていって、そこにしかない特徴が多く ります。それが多くなると、隣の方言とコミュニケーション 取 なくなります。そういう時は、ただの方言ではく、別の言語になったと言えます。　
古いものが方言に残りやすいと言い
ましたが、 「古いもの」という は、他の方言ではもうなくなった古いもののことで、方言全体が必ずしも古 という意味ではありなせん 他のところでは失われた古い特徴が残る一方、新しいものもどんどん生まれていきます。　
それから、方言と言語の区別につい
て質問がありました。私から見れば、沖縄と宮古、または本土の標準語と琉球列島のことばの違いは非常に大き
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さんいると思います。自分のことばは方言ではなく、隣とはまったく違ういう もたくさんいらっしゃるので、デフォルトで別の言語と扱った方が無難かと思います。琉球列島の場合は、それが言語学的な観点、または文化・歴史の観点から見ても、複数の言語を認めた方が私はよいと思います。コリャークに学ぶこと呉人
　
言語に関するご質問ではありま
せんが、次のようなご質問をいただいています。 「極北の地の方々が近年の温暖化が加速する中で、ど ような生活の危機に直面していますか」といご質問です。　
私自身の印象ですが、コリャークの
住んでいる地域はあまりにも寒くて、温暖化はピンとこないと うの 正直なところです。また、私自身，コリャークという小さな民族の存亡に気を取られていて、温暖化までは手が回らないということかもしれません。コリャークは、ロシア 一大国家の政治や経済の変化の影響をもろに受けざるを得ず、そ 成り行きに無関心
られないのです。　
ロシアではペレストロイカが起きて
社会主義から自由主義に変わったわけですが、それによってコリャークも生業に対 る国家的な支援を失ってしまいました。その結果、トナカイ遊牧という生業が衰退し ひいては生命を保持していくための基盤を失っ しまったということがあります。そのことがあまりにも大きく衝撃的で、温暖化まではなかなか気が向かないということでしょうか。　
ここで少しだけ学校教育について紹
介させてください。私が一九九三年初めてフィールドに入った当時は、週１〜２回くらいずつ学校でコリャーク語を教えていました。 ところがその後、次々にそのようなコリャーク語の授業がなくなってしまい、少なくとも私
く、そのくらいの違いがあれば別の言語と言ったほうがよいと思います。たとえばフランスの隣のイタリアのことばは、フランス語と非常に似ており、木部先生が指摘したような対応関係もきちんとあります。イタリア語は聞てもなかなかわかりませんが、簡単な話だったら、少し単語を拾ってコミュニケーションが取れないこともないです。去年、パリの電車の中で「ディズニーランド行きの電車はどれですか」とイタリア語で聞かれて、フランスで答えたのですが、通じました。 （笑）そこ 「フランス語 イタリア語の方言だ」と言われたら、それはおかしいと思います。 自分がフ ス人な で自分のことばが方言と言われたら違和感を感じますし、逆に がフランス語の方それはちょっと違いすぎるので、私は別の言語だと思います。　
ユネスコの立場は、情報があまりな
い時はとりあえずデフォルトで別の言語と考えているようです。私はそれが正解だ 思います。方言 言う 、いろいろ政治的なものが入ってきて、それに対してい 顔をしない人もたく
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通っている現地を見る限り、今ではコリャーク語を教えている学校はほとんどないと思います。　
つまり、ロシアの辺境地域では、ペ
レストロイカ以降の経済的な問題が山積しており、少数民族 いろいろな問題にまでかまっている余裕がないというのが現状 す。　
言い訳になってしまうかもしれませ
んが、そのよう現状に対し 私がフィールドでまったく何もせずにのんきに文法調査をしてい かというと、必ずしもそうではありません。 地の人たちに何か協力 きることはないかと模索してはきたのです。 かし、現地はあまりにもアクセスが難しいと うことが ります。たとえば沖縄だったなら、 行こうと思えばいつでも行け す。しかしコリャークの人たちが住んでいるツンドラには、飛行機 乗り、プロペラ機に乗り換え、モーターボートに何時間も乗り、さらにはトナカイ橇で何日も行かなければな ず たどり着くまでに１週間くらいかかってしまいます。　
アクセスが難しい僻地であるという
ことは、同時にインターネットのよう
な通信環境がないことを意味します。ですから、現地と通信によって連絡を取り合いながら、コリャーク語の保持活動をやっていくというようなことは不可能と言わざるをえな わけです。　
今
日いろいろなお話を伺っていて、
日本はそういう意味ではまだまだやる余地が残されて ると思いました。ぜひコリャークのようにはならないように努力を続けていただければと、切に願っています。関西弁はなぜ元気なのか木部
　
ありがとうございます。全員に
というご質問も結構多くて、やはり多いのは、言語と方言はどう違うか、どう区別するのかということです。これについては先ほどペラールさんの話にもありました で そのくらいにしたいと思います。　
それから本州にもたくさんの方言が
あるけれど 、それは危機 はないのかというご質問 。確かに私の説明の中でも申し上げましたように、日本全国に危機に瀕 た方言はあると思います。研究者の数がなんとい
っても限られていますので、やはり地元の人をなんとか巻き込むしかないと思っています。奄美、沖縄や八丈だけではなく 、いろいろなところにも調査に行き、地元の方と一緒にやりたいと思っております。　
それから方言の中でも、なぜ関西弁
だけ元気なのかというご質問がありました。確かに元気な方言もあります。これはやはり話す方の意識だと思す。関西の方 誇りを持って らっしゃるのではないかと思うのです。方言を子どもたちに伝えようという気持ちではなく、おそらく、 言を使う が普通だという感覚 す。なくなりつつある方言もそんなに卑下 る必要はなくて、方言を使うのが普通だから、子どもが使うのも普通だとなるのがよのではないか、と思って ます。　
地方に調査に行きますと、先ほど申
しましたが、どうしても方言 ダメという教育が非常に強かった で、方言をしゃべることに抵抗があ て、子どもたちにしゃべってはいけないとおっしゃる方が今でもたくさん らっ ゃいます。だからそのへんの意識を変えていかなければいけないと思います。
59 ●　バネル・ディスカッション　「日本の方言の多様性を守るために」
強く訴えると思うのです。だから相手の身になって考えられるかどうかということが問われていると思います。　
こ
れを覚えれば実用的であるとか、
就職にためになるというこ ではなくて、実利的なも では かもしれないけれども、昔から継 れてき 、無条件に次の世代 移すべきものがあと思うのです。　
論理的に説明できませんが、そうい
う自分の気持ちを訴えるしかできません。皆さんもそれぞれいろいろなご職業に関わられて、いろ ろな立場の方がいらっしゃると思うのですが、それぞれ自分にとって大事なも を誰しも持っていると思います。それが私 場合はことばであり、与論島に伝わる大切な習俗です。それがどんどん廃れて危機に陥ったときに「これは次に残し
たい」と強く思います。だからそれぞれ皆さんがご自分で大切だと思っているものが危機に陥ったときのこ を考えていただければ、私が説明しなくてもわかっていただけるのではな でしょうか。マジョリティの責任、マイノリティの言語権木部
　
狩俣先生、お願いします。
狩俣
　
これから言うことは、実は僕も
まだ一度も話したことがなくて、つ さっき考えていたことです。　
たとえば沖縄の方言にしても、なぜ
方言が危機に瀕して るか、その原因はいっぱいあると思います。その中大きな一つが、学校教育で方言は訛りとかと同じで、矯正すべきものであるという教育があ て、それで誇りを傷付けられながら一生懸命標準語を獲得してきました。それから そういう方言の訛りのある人を侮蔑したり 差別したりというこ もあって、 「なるべくそのようにならないように」といって方言を捨てて標準語を獲得し きました。
方言の多様性はなぜ必要か　
皆さんにお伺いしたいと思います。
先ほども人口の統計を示しましたが、どんどん人口が少なくなっていく中で、方言を守る必要があるので ょうか。人が少なくなっても話す必要があるのでしょうか。多様性はなぜ必要なのでしょうか。無理して方言を守ることが本当に必要なのでしょうか。むしろ英語をやったほうがよいのではないか。そのようなご意見もある もしれません れについて何かお考えがあれば、どなたかお話をし いただきたいのです。　
方言はもうなくなったほうがよいと
思っている人はこの壇上にはいな と思うのですが。先ほど菊さんもおっしゃっていたように、なぜ大切かと聞かれても説明がなかなか難しい部分がありますね。菊
　
あります。皆さんもご自分のご家
族なり、大切な のがそれぞれあると思うのです。で からそれぞ が我が身に考えて、他の人は大切ではないかもしれないが、私はすごく 事だと思うものが危機にさらされたときには、
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なぜ方言が危機的な状況になってい
るかというと、マジョリティの人たちが学校教育の中で「方言はダメだ」と教育し、そして「お前たちは変なことばをしゃべっている」 、 「お前たちのことばは変である」と西洋人が言い、日本人のマジョリティが言った。ということであるなら、 「こうなったのはお前たちマジョリティの責任である。だからお前たちマジョリティの責任で元に戻せ」とマイノリティが言う権利はないかと。 「お願いしますから、私たちのことばをどうか残すようにしてください」ではなくて、完全に立場を変えて、 「お前たちのマジョリティ責任で直すべきである」と。学校教育が方言を衰退させたのだっ ら、が方 元気にさせるべきである。マジョリティの人たちが方言を衰退させ
たのだったら、マジョリティの人たちの責任で元に戻すべきである。今 日本はそういう国 なっているのではないかと言ってもいいのではな かと。　
研究者が一般言語学的に考えて、こ
の方言、言語 大切だから大切にするというのではなくて。言語学的にはつまらな かもしれ い。隣の方言と大して違っていないかもしれない。 もこれは私たちのことばである。だからこの とばを残したい。このこ ばをしゃべりたい。１００年後 自分たちの子どもや孫に ゃべってもらいたい。そのようなほんのちょっとした希望をマイノリティ 人たちが言 てはいけないのかという発想はどうだろうかと うのが、実はこの会場に来てから思ったことです ここはそういうことを言ってよい場所かなと。 （笑）そういうことを聞 てくれる人が るかなと思って。 （拍手）　
だ
から、発想を変える。 「お願いし
ます。残させてください」 ではなくて、「あなたたちマジョリティの責任で元気にさせろ」という要求 マイノリティの人は出したらいけな のでしょうかというの どうでしょうか。
木部
　
先ほどトマさんの言っていた権
利ですか、言語権。ことばをしゃべるのは権利なのですね。自分のことばをしゃべる 。そういう感覚が今まで私たちはなかった もしれませんね。どうでしょう。ペラール
　
確かに狩俣先生の言う通り
です。無理して守る必要はないのではないかという意見があったそうが、 し し残したいとい 人がいれば「それはダメ」と言う権利は誰にもないと思います。方言を話して、これから次世代に伝えた という人がいれば、協力して が成功できるようにするのがよ木部
　
コリャークの方は、今言った言
語権というようなことに関して、何か思いがあるのでしょうか、呉人さん呉人
　
コ
リャークの人たちの多くは
今、お酒を飲むことに夢中になっ います。お酒を飲んでいる ちにいつの間にか自分たちのトナカイもいなくなり、自分たちのことばもなくなり、自分たちのアイデンティティという状況ですので、言語権ということにつ ての思いもずいぶん違う 思います。
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ともあったりするわけです。　
英語あるいは英語以外のいろいろな
言語をこれから若い人は学んでいかなければいけないと思いま が、方言をやっていることが、決して妨げにはならない。むしろプラスになると思います。　
どうも本日は本当にありがとうござ
いました。 （拍手）
　
話者の立場からコリャーク語の将来
について何かを言うには，人々はあまりに無気力ですし無力です。言語学者としての私自身の立場から言えば、コリャーク語という面白い言語が，掘り起こされないままなくなってしま ということは、あまりにも残念なことですが。木部
　
今、英語は小学校から教えるよ
うになりましたが、方言を使うことと英語を学ぶことは、ちっとも対立することではないのです むしろ方言を知っているほ が、他の言語を学びやすいということがよくあ す。た えば方言は共通語 違う文法を持っていたりします。それがむしろ英語と似ているとか、そう もあるわけです。　
私は九州の人間ですので、たとえば
進行形と完了形の違い、共通語はどちらも「ている」という一語でしか言わないのですが、西日本では、 「雨が降っている」という進行形と「もう寝てしま た」とか、 「寝ている」いう完了形は、 「よ 「とる」で区別します。そういうこ などは、むしろ方言で教えたほ が上手くいくと うこ
講演から
与論の方言で「ありがとうございます」、「あり
がとうございました」を「ト トーガナシ」と言い、
「尊加那志」と書きます。「加那志」は当て字で
すが、「敬い」の意味を含む美称です。たとえば、
「子」のことは「クヮー」なので、「お子さま」
は「クヮーガナシ」、「家」のことは「ヤー」なので、
「ご邸宅」は「ヤーガナシ」です。
（菊　秀史）
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